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     お菓子の話
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　こりこりこりこりと、ポッキーを短くしながら、部長が口を開いた。


    「なあ。お菓か子し。なにが好き？」


    「部長はポッキー好きですよね」


    「アポロチョコのほうが好きだぞ。ポッキーは二番目だぞ」


    「みたことないですよ？　食べてるとこ。アポロチョコってたしか三角形のやつでしたよね」


    「ああうん。なくなっちゃうんだよ。ここ持ってくるまえに。なにせ一日一箱だからな。決まってるんだ。森もりさんがそう決めたんだ。おっかないんだ」


    「あーはい。遠足前の子供とおんなじ理由ですね。了解しました」


    「なんだそれは。それはわたしがちっちゃいってことを暗示していたりするのか？」


    「遠足のまえの晩にお菓子ぜんぶ食べちゃったりしません？　うちの霞かすみはよくそれしますけど。ガマンできないみたいなんですね」


    「いつからおまえのラブリーな妹君ぎみの話になったんだ」


    「部長もガッコ帰りに買うからですよ。だから家で食べちゃってなくなっちゃうんですよ。ガッコ来るときに買えばいいじゃないですか」


    「うおっ、こんどはいきなりわたしの話か。おまえ朝のコンビニの混み具合って知ってっか？」


    　部長と二人で話しこんでいると、「おほん」と紫し音おんさんがわざとらしく咳せき払ばらいしてきた。


    「わ……、私も最近、コンビニにはよく行くんだ」


    　顎あごを反そらせぎみに。そして胸むねは張りぎみに。紫音さんは澄すました顔で、さらに続ける。


    「行きつけのコンビニがあってね。もはや常じよう連れんと言ってしまっても、過か言ごんではないね」


    「だとさ。──どー思う？」


    　部長が話題を振っていった相手は──タマだ。


    「紫音ねーさんモエモエです。いまの〝イバリンボ〟のとこで一枚ゲットです」


    　シャッターを切られて、紫音さんは「えっ？」という顔で戸と惑まどっている。


    「そ、その……〝モエモエ〟とはどういう意味なのかな？　以前にも訊きいたのだけど、そろそろ教えてはくれまいか？　自分で調べてはみたのだけど書しよ物もつには載のっていなくって……」


    「もえもえ。……は。のって。ない。」


    　綺き羅ら々らさんが辞書にうつむいて、ぽつりと言う。そりゃ辞書には載っていないだろう。


    　京きよう夜やはポテチの袋ふくろを開いた。


    「タマ。コンソメ味ってあんま好きじゃないですよ。のり塩がいいです。さもなきゃ、うすしおとか。みたこともないヘンテコ味だと、もっといーです」


    　なんか言ってるタマのために袋ふくろを大きく開あけてやる。横よこ腹ばらからフルオープンするのがコツだ。


    「──そういえば神かん崎ざきさんがゲゲボフード研究家だったっけ。こんど訊きいてみようかな」


    「カンザキさん？　だれそれなにそれ。何者なんのつもり？　デートなら許きよ可かを取れ許可を」


    「なんだってそこに超ちよう反はん応のうなんです？　──新しん城じよう君の彼女ですってば」


    「新城君？　だれそれ？」


    「超ちよう雄おすです。てか、いいかげん覚えてくださいよ。僕のクラスメートですよ」


    「あーあーあー。あいつかっ」


    「あとデートの許可もなにも、部長、結婚式の司し祭さいやったじゃないですか。彼にはデートどころかケッコンの許可まで出してたじゃないですか」


    「超雄の話はもういいって。そゆ意味でもねーし。……しかしおまえ。ポテチ好きだな」


    「後こう輩はい思いの優しい先せん輩ぱいと言ってください」


    　タマのほうにポテチの袋を押してやりながら、京きよう夜やは紫し音おんさんに顔を向けた。


    「コンビニでどんなお菓か子しを買うんですか？　紫音さんは？」


    「えっ？」


    「よくコンビニ行くって言ってたじゃないですか。なに買います？」


    「あの。えっと。……カップ麺めんとか」


    　紫音さんはおずおずと、胸むねのまえで指先をつけたり離したりしながら──そう言った。


    「ら、ら、ラムネ──というものを買ってみたことはあるんだ。二十円のっ。ほ、ほらっ。まえに一度皆で飲んだろう？　覚えているのは完全記憶を持つ私だけなのかもしれないが」


    「覚えてますよ。去年の秋でしたね」


    「お、同じ名前だから食べてみたんだ。そしたら、しゅわーってきて！　──しゅわーって！」


    「ええはい。あれはしゅわーってきますよねー。驚いちゃいますよねー」


    「タマはコーラのが好きです。入れものまでコーラでカワイーのであれはタマ的にアリです」


    「あ、あるのか？　そんなものまでっ!?　──ならばひょっとしてドクターペッパー味もっ？」


    　なぜそこでドクターペッパー？


    「お菓子好きですー。自信作はパウンドケーキとシフォンです」


    　お茶を淹いれおわった恵めぐみちゃんも、このあたりからポットを持って参戦してくる。


    「おまえのそれは作るほうだろ」


    「こんどバームクーヘン作ろうと思うんですけど。でもあれってすっごく大きなオーブンいりますよね。二メートルくらいの。どうしましょう？」


    「森もりさんにガレージに作ってもらえ」


    「きらら。すこんぶ。よくもらう。しんぶんはいたつ。しゅうきん。ばーちゃん。くれる。」


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶは「好きなお菓子討論委員会・下校チャイムまで生なまトーク」だった。


    　ＧＪ部の部活動は、いついかなるときでも、こんな感じだ。
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     天使真央
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    「おまえ。ちょっとそこに直なおれ」


    　部長が突然そう言った。床ゆかの一点を指さして、なんだか説教モードである。


    「え？　なんでですか？　僕なんかやっちゃいました？」


    　固かたそうな木の床をちらりと見つめて、京きよう夜やは抵抗した。


    　いつもの通り、ゲームをやっていただけなのだが。べつに怒られるようなことはやっていないはずなのだが。周しゆう回かい遅れでブームに火の付いたタマに付きあって、狩りゲーをやっていただけ。レベルと装そう備びの充実した去年の神キャラを引っぱり出して、保護者的に付きあっていた。


    「センパイそこ死ぬですよ。あー。ほら死んだ」


    　死んでしまったついでに、ゲームから抜けて、部長に向き直る。


    「なんでしょうか。部長」


    「いいからちょっとそこに直れ」


    　あいかわらず床の上を示される。仕し方かたなく、京夜は床の上に正座することにした。


    　部室にはタマをはじめ、みんなが揃そろっている。その前で正座というのは、なんだか恥ずかしい。先生にも叱しかられたことないのに。


    　だけど皆はいつものことだと思っているのか、反はん応のうが、まったくといっていいほど薄うすかった。


    「おまえ。最近チョーシにのってるだろ」


    　高たか々だかと足を組み直して──部長は言う。


    　部長は椅い子すの上。京夜の目線はナナメ上。めずらしく、本当にめずらしく──部長を見上げるかたちとなっている。


    　そういえば入部したての頃は部長を怖こわいと感じていた。その頃の気持ちがぶり返してくる。


    「ええっ？　なんでですか僕。べつにフツーですけど」


    「おまえ。私のことカワイイとか、思ってきてるだろ？」


    「えー、そんなことないですよ。てか自分でカワイイとか言いますか」


    「守ってやりたいとか、思ってきてるだろ？」


    「えー、そんなこと……」


    　あるかもしんない。


    　部長はちっちゃくて意地っぱりで──。無理して頑張っているところを見たりすると、助けたいキモチになることもある。


    「このあいだ読んだ本に書いてあった。上下関係をしっかり再確認させることが大切なのだと」


    「それなんの本です？」


    「ワンコのしつけ」


    「僕ってワンコなんでしょうか」


    「うむ。果はてしなくチワワ的だな。そしてチワワはちっちゃいので甘やかされることが多いのだ。そのせいで自分の順位を勘かん違ちがいすることが多いのだ。私はしつけに関してベンキョーしたのだ。もはや権けん威いなのだ」


    「はぁ」


    「私には部長としてのセキニンがある。おまえはこのＧグツＪジヨ部ぶにおいてマスコット的なナニカであり、断だんじてオレマンなどではないということを、わからせなくてはならない」


    「いやオレマンとかでもないですけど」


    「口くち答ごたえするな！　口からコトバを垂たれる前と後ろに〝サー〟を付けろ！」


    「真ま央お。〝サー〟だと男性に対する称しよう号ごうだよ。女性の場合は〝マム〟となるね」


    　紫し音おんさんが背中で言う。パソコン席でマウスをコチコチ。日課のチェス対局で海の向こうの弟子に稽けい古こを付けている最中だ。


    「………」


    　部長は首を横に向けたまま、固かたまっている。……ずっと固まっている。


    「マム。イエス。マム」


    「……よし」


    　京きよう夜やが従うと、部長は鷹おう揚ようにうなずいた。サーとマムの問題はうやむやになった。


    「反省があるなら、聞いてやらないこともない」


    「えー、たしかに僕は思い違いをしていたかもしれません。部長のことをカワイイだとか、年長者に対して失礼だったかもしれません」


    「そうだな。カワイイはアレだな。シイに対して向けるべき評価だな」


    「激しく遺い憾かんだ」


    　部長がうなずく。紫音さんが背中でつぶやく。


    「カワイイでなかったら、では、私はなんなのだ？　私の正しいイメージを答えてみろ」


    　部長は椅い子すの上で立ちあがった。腕うで組ぐみをして仁に王おう立だちだ。ますます目線が高くなる。


    　一介の平和主義者として、ここで告つげるべき言葉は、もはや明確だ。間違おうはずもない。


    「はい。部長はやっぱり〝カッコいい〟だと思います」


    「そっかあー」


    　部長がにぱっと破は顔がんした。


    　あ。これかわいい。


    　部長が〝カワイイ〟と言われることを嫌いやがる理由は、京夜には預あずかり知らぬところだったが、それが禁きん則そく事項だということだけはわかった。禁止されているかどうかは別として、部長はカッコよくて、そしてカワイかった。部長への認識が新あらたになった。
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     皇紫音
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    「では次は私の番かな」


    　しびれかけた足をさすりながら、京きよう夜やが立ちあがろうとしたそのとき──。


    　紫し音おんさんがさも当然といった顔で、部長が動いたあとの空からの椅い子すに腰こしをおろしてくる。


    「あれえ？」


    　京夜は中腰のまま、部室の中を見回した。


    　皆の顔が自分に向いていた。微ほほ笑えんでいたり、にまにましていたり──と、なんだか温度が不ふ審しんであった。


    　どうやら、またまたスタートしてしまったらしい。


    　部長にはじまり、紫音さん→恵めぐみちゃん→綺き羅ら々らさんと巡めぐってゆく、ＧグツＪジヨ部ぶのヘビーローテーションが──。


    「あのう。今日のこれはなんなんでしょう？」


    「どうやらキョロ君に日々の不満をぶつける回のようだね。我われ々われに対する〝カワイイ〟とかいう誤あやまったイメージは是ぜ正せいされねばならない」


    　椅子の上から紫音さんが言ってくる。長い脚あしが椅子の上の高い位置で組み合わさって、なんとも迫はく力りよくがあった。


    「えええええっ」


    　平和的敗はい北ぼく主義者として、人ひと様さまの不満を買わないように行動していたつもりだ。


    「僕なんかしましたか。なんか不ふ興きようを買うようなことしちゃいましたか」


    「いろいろ、あるかな」


    　紫音さんは、さも楽しげに、指を一本ずつ折り曲まげて数えてゆく。ひええっ。


    　いまの紫音さんはなんだかいつもと雰ふん囲い気きが違っていた。紫音さんでも〝しおんさん〟でもない。黒くろ孔こう明めいのほうの黒紫音さんだ。


    　人差し指が立つ。


    「まず、一つ」


    「はいっ」


    　京夜は床ゆかの上で居い住ずまいを正ただした。ぴしっと正座した。


    「キミは私のことを〝可愛かわいい生き物〟とよく言ってくる」


    　中指が立つ。


    「二つ。キミは私のことを〝常識がない〟と、よく言ってくる」


    「いえでもそれは」


    「口くち答ごたえは許きよ可かしていないよ」


    「は。はいっ」


    「シイのやつノリノリだな。おーこわっ」


    　自分の番が終わった部長が、爪つめヤスリをかけながら、すっかり観戦者気分になって言う。


    「そうだね。先せん輩ぱいというものは、真ま央おの言う通り、やはりすこし恐おそれられているくらいでちょうどいいのかもしれない。先輩の責せき務むとして私はキミに教えなければならないね。キミは愛あい玩がん動物的な何かであり、決して私の保護者ではないのだということを──」


    「いえ保護者だなんて思ったことはこれまで一度も──」


    　三本目の薬指が立った。


    「三つ。キミは私の〝一般常識ナイト〟であると、よくそう思っている」


    「それは言ってないですよ。口にしたことはないはずです」


    「うん知ってる。言ってない。けれど、いつも思っているよね」


    「あれ？」


    　京きよう夜やは首をひねった。そのことを誰だれかに言ったことって……あったっけ？


    「一般常識ナイトってなんですかー？　ぎうにうナイトと似たようなかんじですか？」


    　たぶん次の番になる恵めぐみちゃんが、お茶の用意をとっとと終わらせて、すでに控ひかえていた。椅い子すが置かれてすっかり待合室状態である。


    　ぎうにうナイトってなんだったっけ？　ああ恵ちゃんのクラスの熱ねつ血けつバカ男子だったっけ。


    「一般常識ナイトは……、あれは、まあ、いいのだが」


    「いいのかよ！」


    　部長がすかさず突つっこんでいる。紫し音おんさんは口くちの端はしで笑えみを返す。


    　すっかり昔通りの紫音さんだった。カッコよくて大人おとなで、余よ裕ゆうたっぷりで、からかってくる表情がさまになっていて……。〝カワイイ生き物〟の面おも影かげもない。


    　気がつけば、膝ひざを摑つかんだ自分の手が、じっとりと汗あせばんでいた。


    「さてキミが普段のキミに戻り、私があるべき私に戻ったところで──。キミに守ってもらいたい二つの項目を述べよう。まず最初の一つ。私を今後、〝カワイイ〟と言わないこと」


    「思うだけなら、それはいーのか？」


    「それはいい」


    「いーのか」


    　部長が茶ちや々ちやを入れて紫音さんが平然と返す。どこまで本気なのかわからない。


    「そして二つめ。常識がないと私を批判する際には、きちんとした根こん拠きよを提示すること」


    「根拠だらけじゃん」


    「では三つめ──」


    　守って貰もらいたい項目は二つだけのはずだったが、どんどんとおかわりされてゆく。


    　今日の紫音さんはノリノリだった。水を得えた魚うおだ。紫音さんへの認識が新あらたになった。
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     天使恵
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    「はい。四しノの宮みや君。いったんお茶にしましょう」


    　つぎは恵めぐみちゃんの番だった。


    　やっぱり恵ちゃんは優しい子だった。今回のこのヘビーローテーションの趣しゅ旨しが、皆が〝本ほん性しよう〟を現すというものだったとしても、恵ちゃんの場合はぜんぜんオッケエだ。


    　恵ちゃんの本性は、まったくなんにも怖こわくない。


    　正座からようやく解放されて、京きよう夜やは椅い子すへと誘さそわれた。


    「最初の紅茶は、オーソドックスにディンブラいきますねー」


    　紅あかい液体がカップに注そそがれる。


    「ありがと」


    　肩の力を抜いて、ぐるりと首を回す。


    　こってしまった肩をほぐして、京夜はリラックスした。


    　丸テーブルの反対側がわから、部長と紫し音おんさんが、いかにも楽しげにこちらを見つめてきている。二人の顔は、しししし、だとか、にやり、だとか、そんな感じであるが──。


    　しかし恵ちゃんに限っては、なんの危険もあるはずがないのだ。


    「次の紅茶はなにがいいですかー？」


    　恵ちゃんが、そう言った。


    「え？　いやまだ飲みおわってないけど」


    　ていうか、まだ最初の一杯に口を付けたばかりなんだけど。


    「まずはセイロンティーシリーズで行ってみましょうか。じゃあ二杯目はウバでミルクティーってことでー。いいですか？」


    　小こ首くびを傾かしげて、恵ちゃんは可愛かわいらしく訊きいてくる。


    「あ。うん。ありがと」


    　京夜はうなずいた。なんだか今日はいつにも増して異い様ようなハイペースだ。一杯目を飲んでいるうちに二杯目の予約がされているなんて。


    　京夜は手の中のカップに口をつけた。二口目をすする。ちょっと急ぐ。


    「それで三杯目のことなんですけどー」


    「えええええっ？」


    　ぎょっとした顔で恵ちゃんを見つめ返す。


    「くくくくく。やつめようやく気づいたようだぞ」


    「ふふふふふ。我われらのなかでいちばん恐おそろしいのは、じつは恵君なのかもしれないね」


    　黒い部長と黒い紫音さんとが、外がい野やからなにか言っている。


    「あのー……。恵めぐみちゃん、いいかな？　今日のコレって、なんだかわかっていたり……する？」


    「はい。いつものですよねー？」


    　二杯目の準備に取りかかりつつ、恵ちゃんが背中で答える。


    「三番目がわたしで、四番目がキララです」


    　大きな胸を張って、恵ちゃんは言う。わかってはいるようだ。


    「だから四しノの宮みや君に希望を出していい日なんですよねー」


    「え？　いまなんて言ったの？」


    「ですから、四ノ宮君に希望を言ってもいいんですよね？　もおちょっとたくさんお茶飲んでくれると、嬉うれしかったりしますー。お世話する身としましてはぁ～」


    「いやあのぜんぜん違うと思うよそれは」


    「いや近い。近いぞ！　そいつは！」


    「そうだね。キョロ君の我われ々われに対する誤あやまったイメージを是ぜ正せいすることが今回の趣しゆ旨しだからね」


    「それがなんで紅茶のおかわりになるんでしょう？」


    「はーい。ウバでミルクティーでーす。ああん。だめですよ四ノ宮君。まだ残ってますぅ」


    「あ。ごめん」


    　残っていた一杯目を大おお慌あわてで飲み干ほす。二杯目を注つがれる。


    「でたぞ紅茶タンク！」


    「笑顔の魔ま神じん、こっえええぇー、ですよっ！」


    　皆が好き勝手なことを言っている。


    「物ものの本にて読んだのだが。西洋の拷ごう問もん法の一つとして、口に漏ろう斗とを突つっこんで、水を無理やり飲ませるというものがあるのだが。あとで被ひ験けん者しやとしての感想を教えてはくれまいか。もし命が残っていたなら」


    　紫し音おんさんが恐おそろしいことを言っている。


    　京きよう夜やにもだんだんと、わかってきた。


    　いつものことであるが──。おそらく恵ちゃんには、人と違う光景が見えている。《天使アイ》を装そう備びする恵ちゃんの目には、あらゆる物事が〝美び談だん〟として映るのだ。


    　京夜のこの苦く境きようも「なんか楽しくて微ほほ笑えましいこと」として映っているに違いない。


    「三杯目はヌワラエリアですねー。四ノ宮君の好きなやつです」


    「あー。うん」


    　セイロンティーは代表的な品種だけでも六種類。もちろんそれだけで終わるはずもなく……。


    　セイロン（スリランカ）を離れてインドを制せい覇はしたあと、中国を通るルートで北ほく欧おうまで駆かけ抜けていった。アレクサンダー大王もかくやという大だい遠えん征せいの道筋だ。


    　この日京夜は、最大出しゆつ力りよくの恵ちゃんというものを知った。普段はあれでも手て加か減げんされていた。


    　恵ちゃんへの認識が新あらたになった。
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     綺羅々・バーンシュタイン
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    　ＧグツＪジヨ部ぶ恒こう例れいのヘビーローテーションは、最後、綺き羅ら々らさんの番だった。


    　綺羅々さんはぼんやりと座っている。


    　ソファーから丸テーブルの椅い子すに呼ばれてやってきたはいいが、なにをしたらいいのか、わかっていない感じ。あちこちをきょろきょろと見ている。なにもない空くう中ちゆうの一点を、じいっと凝ぎよう視しされたりすると、ちょっと怖こわかったりもする。


    「あのー、キララ？」


    「ん。」


    　恵めぐみちゃんのときに胃い袋ぶくろ以外は休めたが──。綺羅々さんの番になってから、数分間ずっと正座をつづけている。そろそろまた脚あしがつらくなってきた。


    「あのですねー。今日のこれは──」


    「おにく。たべていい？」


    　綺羅々さんは京きよう夜やに対して、いきなりそんなことを訊きいてきた。目はソファーのテーブルに残してきた食べかけのお肉にロックオンしている。


    「あー。はい。どぞ。ていうか。お説教モードなのは、僕のほうなんですけど。キララは好きにしてくれていたらいいと思います」


    「これは説教じゃないぞ。教えてやっているんだぞ。我われ々われの真しんの姿というものを」


    「ええ部長の真の姿には漆しつ黒こくの翼つばさと、角つのと、立派な犬けん歯しがあるんでしょうねきっと。あとそれから人を正座させて教える行為のことを〝説教〟っていうんだと思いますよきっと」


    　綺羅々さんはお肉をぱくついていた。


    　もくもく、むぎゅー、ぷっちん、ごっくん、とやっている。


    　今日のお肉はローテーションが回って、伝説のマンガ肉の日になっていた。しかしあのお肉、本当に、いったいなんのお肉なんだろう？　いちど食べてすっごく美味しかったけど。


    「たべたい？」


    　京夜が見つめていると、綺羅々さんは口を止とめて、そう訊いてきた。ぺろりと口元を一ひと舐なめして、京夜の返事を待っている。


    「おーいキララ。おまえわかってる？　キョロになんでも言っていいんだぞー？　たとえば鼻からスパゲッティ食べろとかさ」


    「よかないですよ。できませんよそんなこと」


    「ふしぎなおどり？」


    　小こ首くびを傾かしげて、綺羅々さんが言う。


    「だからそういうのとは違いますって」


    〝不思議なおどり〟というのは、京きよう夜やが部長たちの無む茶ちやにこたえて編あみ出した芸だ。しかし今回のヘビーローテーションは、芸のリクエストではない。


    「にく。くうか。」


    　骨付きの肉にく塊かいが、ぬう、と差しだされる。


    「いえ。いまはいいです」


    　綺き羅ら々らさんは肉を取られると、ものすごく怒る。いつも一人で黙もく々もくと食べている。部長も紫し音おんさんも彼女から肉をもらって食べたことはないという。京夜だけがその味を知る。きっと後こう輩はいだからだ。だとしたら、たぶんタマにもその資格はある。


    「ん。うまうま。」


    　綺羅々さんは再び肉をかじりはじめた。マイペースというか、とにかく、人と違うテンポで生きているひとだった。たぶん大自然のテンポとか、そーゆーの。


    「キララ。おまえのメシ見ててもつまんねーよ。なんかないのか。このさい単なる希望とかでいいからさー」


    　外がい野やから声がかかる。妥だ協きようしてようやく本ほん来らいの目的に立ち返る。


    「こうばしい？」


    　綺羅々さんがようやく希望らしきものを口にした。


    「ですからそれってなんなんでしょう？　香こうばしいって、どういう意味なんですか？」


    　女性陣じんに訊きくのだが、いつも答えてもらえない。


    「いいにおい。」


    　ひょい、と伸びてきた腕うでに京夜はつかまった。豊かな胸むな元もとに引き寄せられる。頭をもふもふとやられる。くんくんと、鼻はな息いきを髪に浴あびる。


    　京夜はじっとおとなしく、においを嗅かがれるままになっていた。ひさびさだ。


    　綺羅々さんは視覚よりも嗅きゆう覚かくの世界に生きていると、まえ、紫音さんはそう言った。それはどんな景色の世界なのだろう。恵めぐみちゃんの《天使アイ》なんかも相当変だけど、綺羅々さんにはもっと変な景色が見えているに違いない。いや。嗅覚だから見るのでなくて嗅ぐわけだけど。


    「きょろ。におい。かわった？」


    「え？　かわってないですよ。てかわかりませんよそんなの。シャンプーとかは一緒ですけど」


    「キララの言うのはそーゆーのじゃねーよ。最近オレマン無む双そうとかしてやがるしな。おまえ」


    　どう変わったのか自覚はないが──。


    　問題は、綺羅々さんが、その変化を気に入ってくれるかどうかであって──。


    「ど……、どうでしょう？」


    「これも。すき。」


    　どうやら気に入ってもらえたようだ。嫌きらわれないで──よかった。


    　綺羅々さんはやっぱり嗅覚の世界で生きているひと。綺羅々さんへの認識が新あらたになった。
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     昼寝の友
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　ゲームも漫画も小説も、とくになんもせず、京きよう夜やは丸テーブルに頰ほお杖づえをついていた。


    　タマが部屋の片かた隅すみでごろごろしている。


    　そのタマの姿を、京夜は視界のなかに、なんとなく収おさめていた。


    　春遅くまで出ていたコタツも、いまはすっかり片付けられていた。畳たたみ敷じきの六畳が、やけに広く見えている。


    　元は華か道どう部ぶに敷しかれていたという、その古びた畳のうえで、タマは右にごろごろ、左にごろごろ。


    　いったい、なにをやっているのやら。


    　タマの行動の意味は、時々、よくわからない。


    　京夜が思うに。ポジションがいまいち決まりきっていないとか、たぶん、そんな理由。犬や猫ねこが収まりのいいポジションを探さがして、何度も寝たり立ったりするのと、たぶん、おなじ理由。


    　そのうちにタマは、上にもごろごろ、下にもごろごろ。畳のうえを余すところなく使うようになった。


    　京夜は頰杖をついて、タマを目で愛めでていた。


    　一人遊びが上手なネコを、眺ながめているような気分で。


    　かわいいなぁ。


    　そうこうするうちに、タマはむくりと身を起こした。ぺたんと女の子座りになって、こんどは、きょろきょろと周囲に顔をめぐらせる。


    　なにかを探しているような感じだ。


    　──と。


    　タマと視線が交こう差さした。


    　小こ首くびを傾かしげぎみにして、タマはたっぷり数秒間、京夜のことをじいっと見つめてくる。


    　その目がすうっと細まっていって──。


    　片手が、すうっと持ちあがり──。


    　ちょいちょい、と、〝猫招き〟をされた。


    「え？　……僕？」


    　タマはなにかを探していたはずだけど。なんで呼びつけられるのだろう。


    「なに？」


    　訊きいても、タマは人語ではなんも答えてくれない。


    　ちょいちょいと、手招きだけが繰り返される。


    　しかたがないので、畳たたみの敷かれた和のスペースまで歩いてゆく。


    「センパイ。ちょっとそこに直なおるですよ」


    「えっ？」


    「いいから直るですよ」


    　部長たちにかわるがわる正座させられたのは、あれはしばらく前のこと。お説教されたり、正しいイメージとやらを答えさせられたりと、さんざんだった。


    　しかし上級生であり先せん輩ぱいである人たちに正座させられるならともかく、下級生であり後こう輩はいであるタマに正座させられる日が、よもや来ようとは……。


    　京きよう夜やは敗はい北ぼく主義者としてのレベルがあがった。


    「はい」


    　素直に畳にあがる。


    　脱ぬいだ靴くつは向きを直して揃そろえておく。ついでにタマの脱ぎ散らかされた靴も、あっちとこっちから拾ってきて、揃えておく。


    　それからタマに向き直る。


    「あのねタマ。部長たちのを見てへんなこと覚えちゃったのかもしれないけど。僕。いちおう先輩なんだからね？　そこのところ、わかってくれているかな～っ？」


    　だめで元もと々もとという気分で、いちおう、タマに言ってみる。


    「はあ？　なんすかセンパイ？　タマ眠いんすケド？」


    　タマは目を細めた。細い指先で畳のうえを指差す。


    「いいから、そこ」


    「いやあのね」


    「はやく」


    　目を細くしたタマが、不ふ機き嫌げんにつぶやく。


    「はい」


    　京夜は座った。はやくやった。またレベルがあがった。


    　正座した京夜の膝ひざの上に、タマは、ころりんと寝ね転ころんできた。


    　手足を丸めて、目を閉じて、しあわせそうな顔になって──。


    「あれ？」


    　何十秒かのあいだ、京夜には、なにが起きたのかわからずにいた。


    　ようやく理解できたのは、膝のうえから、くうくうと寝息が聞こえてきてからのことだった。


    　タマの昼寝の枕まくらに使われた。ちなみにタマがきょろきょろと探さがしていたのは〝枕〟だった。


    「えーっと」


    　助けを求めて部屋のなかを見回すと──。


    　こちらを見つめる紫し音おんさんが、微ほほ笑えみながら、しいーっと、指先を唇くちびるにあてていた。
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     雨漏り
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    　雨がもう何日も降り続いている、そんな梅つ雨ゆ時どきの一日。


    　それでも部屋のなかには、いつもの放課後の光景が広がっていた。


    　部長はポッキーを短くしながらマンガ雑誌を読どく破は中。そして紫し音おんさんは世界統一王者World Union Championさんに稽けい古こを付けている。


    　恵めぐみちゃんは人数分のお茶っぱを計量しているところ。綺き羅ら々らさんはもくもくと食事中。


    　そしてタマは窓まど辺べでぐったりとしていた。


    　雨が降ると調子が出ないと言って、窓枠わくにあごを載のせて窓の外をにらむように見つめている。


    「そろそろかな」


    　パソコン席に向かう黒くろ髪かみが、ぽつりとそう言った。


    「そろそろだな」


    　そこに部長が相づちを打つ。


    　はじめなんのことだろうと思ったが──。


    「ああ。そういえば、そろそろでしたね」


    　京きよう夜やもそう言って、大きくうなずいて、読書へと戻った。


    　小説のページをめくったところで──。


    「なんですか。なんなんですか。みんなで内ない緒しよ話ばなししていて気持ち悪いですよ！　タマにわかるように話しやがれですよ！」


    「いやべつに内緒話をしてたわけじゃないんだけど……」


    「いーえ！　してました！　センパイたちは！　タマにわかんない話をしてました！」


    　木の床ゆかをどすどすと、踏み抜きかねない勢いきおいで、タマはやってきた。指を突つきつけて糾きゆう弾だんしてくる。


    　いまのタマは強つよ気きモードだ。


    「あ。タマ。そこに立つと──」


    　京夜は言った。タマの立っているその位置は、ちょうどぴったりなことに──。


    「にゃっ!?」


    　ぽちゃんと──。天てん井じようから落ちてきた水すい滴てきに首くび筋すじを打たれて、タマは妙みような鳴き声をあげた。


    「〝にゃ〟って言ったぞいま〝にゃ〟って」


    「なんかちべたいの降ってきたですー!?」


    　首筋を押さえ、天井を見上げ、タマは場所を変えて避ひ難なんした。


    「あ。タマそこだと──」


    　ぽちゃん。


    　違う場所に移動したのに、タマはまたしても水すい滴てきの直撃を受けた。


    「にゃっ!?　にゃっ!?」


    「あー、そこもー……」


    「にゃーっ!?」


    　タマが移動する先、移動する先、雨あま漏もりの水滴が落ちてくる。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの部室のある木造の旧校舎は、雨が五日以上続くと、雨漏りがはじまるのだ。


    　毎年この梅つ雨ゆの時期にはそうなる。そして雨漏りしてくる場所まで毎年まったく同じなのだ。


    「なんですかぁ……、タマなんかしたですかぁ……」


    　タマはすっかり弱よわ気きモードだ。


    「はい。タマ。パス」


    　空からのティーカップをタマに投げ渡す。身振りで示して、頭の上にカップを置かせた。


    　落下してきた水滴が、カップの中でぽちゃんと音を立てる。


    「なんですかなんなんですかー……。ここ、ボロすぎですよー」


    「だいじょうぶ。恵めぐみちゃんたちがもうすぐ戻ってくるから」


    　タマがニャーニャー言っているあいだに、恵ちゃんと綺き羅ら々らさんは廊ろう下かへと出て行っていた。洗面器とかバケツとかタライとか、雨漏りを受ける器うつわを、よその部から借りてくるのだ。


    「おっといけない。パソコンが濡ぬれてしまう」


    　紫し音おんさんがシートを広げてパソコンを覆おおいにかかる。


    「まーちゃん助けるですよー！」


    「うっせ。いまいいとこなんだよ」


    　タマはカップを頭に載のせて動けない。そして部長はマンガ雑誌から離れない。


    「──ところでおまえいま人のこと愛あい称しようで呼びやがったな」


    「いまそれどころじゃないですよー！」


    「おまえにも愛称をやろう。〝タマにゃん〟で決定な」


    「却きやつ下かですよ！　似合わないですよ！　タマは猫じゃないですよ！　てかもう愛称あるですよ！」


    　文句を言ったタマだが、身動きした拍ひよう子しに、ぽちゃんと水滴に首くび筋すじを打たれる。


    「にゃーっ！」


    「ほらミロ」


    「ただいまですー！　いろいろ借りてきましたー！」


    　ガラリと戸を開あけて、恵ちゃんと綺羅々さんが帰ってきた。


    　ぴっちゃん。ぽっちゃん。とん。たたん。ととん。


    　部室のあちこちに並べられた大小様々な器が、それぞれ違う音おん階かいを奏かなでる。


    　今年もＧＪ部の部室は、雨漏りのフルオーケストラだった。
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     ＧＪ部のタブー
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    「いいかい。タマ。よく聞くんだよ」


    　最近板いたについてきた先せん輩ぱいの顔になって、京きよう夜やはタマにそう言った。


    「はいです」


    　タマは殊しゆ勝しような顔をしてうなずいていたりする。拳こぶしをちっちゃく握りしめていたりして──。しかもあれってゼッタイ自分で気づいてなかったりするんだ──。


    　もうバカカワイイったら、ありゃしない。


    「あー、おほん。ＧグツＪジヨ部ぶには、触れてはならない禁忌タブーというものがあるんだ」


    　咳せき払ばらいをひとつ。京夜は先輩の体験から出る忠ちゆう告こくを語りはじめた。


    「た、たぶーですか？　そ、それは……、やったら、どーゆーことになるんでしょう!?」


    「うん。痛いたかったり怖こわかったりコワかったりイタかったりするだろうね」


    「ぴゃっ！　た──タマ痛いのもコワイのもいやですよう！」


    　タマはびくんと身をすくめた。


    「だいじょうぶ。それをいまから教えてあげるんだから」


    「は、はいです！」


    　タマの視線を一いつ身しんに浴びつつ、京夜は〝猛もう獣じゆう〟に近づいていった。


    「第一の猛獣──じゃなくて。第一のタブー。部長の場合」


    「ん？　なんだよ？　ダレが猛獣だって？」


    「部長に対するタブーは、こんなかんじね」


    　ぽんと、京夜は部長の頭に手を載のせた。なでなでしながら、ぽそっとつぶやく。


    「ちっちゃい。かわいい」


    　がぶり。


    　予告も警告もなんもなしで、手て首くびから先が口の中に消え去った。


    「痛い痛い痛いです部長──、う、ひ、いっ──、ほんと痛いですって！」


    　タマに両足首を持ってもらって引っぱってもらって、部長はようやく外はずれていった。


    「センパイ次のタブーはなんですかっ？」


    　かつてないほど鮮あざやかな歯は形がたをさすっていると、タマが次を催さい促そくしてくる。


    「うん。紫し音おんさんだね」


    「私は可愛かわいい後こう輩はいたちに怒ったりするほど狭きよう量りようではないよ」


    　コーヒーカップを指に引っかけて、紫音さんは柔らかく微ほほ笑えんでいる。


    　そこに京夜は、ぼそっと言った。


    「紫音さん。原爆作ったのってアインシュタインじゃないですよ」


    「いやしかし、大統領に決断を促うながしたのは確かに彼の親しん書しよであり──」


    「でも作ってませんよね」


    　紫し音おんさんは別人の顔になった。


    「ふふふふふ……」


    　紫音さんは本気になってしまった。黒くろ紫音と化した。


    「わかったかい。タブーの二つめは、こうして間違いを正ただすことだ」


    　京きよう夜やがタマにそう言うことができたのは、紫音さんのお説教から解放されてからだった。つまり具体的には延々と続く抗議長文に初めて句点＝マルの現れた三十分後だ。


    「間違ってない！」


    　まだ怒いかりが収おさまらない紫音さんから、タマと二人で、さささーっと距離を取る。


    「恵めぐみちゃん。そこの床ゆか板いた気をつけてね。部長やタマなら平気だけど。恵ちゃんだとちょっと危ないから心配で」


    　ぴき──と、空気が鳴った。たしかにラップ音のようなものが、いま、どこかから聞こえた。


    　ごごごご。──というフキダシが、恵ちゃんの手に、いつのまにか握にぎられていた。


    「あのー？　四しノの宮みや君？　それはわたしが重たいって意味でしょうかぁ？」


    　恵ちゃんは笑顔でそう訊きいてきた。笑顔の横には「ごごごご」のフキダシが並ぶ。


    「びえええええ──っ！　なんまんだぶなんまんだぶ！　オンアビラウンケンソワカ！」


    　タマは本気で怯おびえている。悪あく霊りよう退たい散さんを唱となえている。京夜もちびってしまいそうであった。


    「さ、最後のタブーを教えるよ」


    「こ、来いですっ！」


    　ソファーの前で京夜は自分に活かつを入れた。可愛かわいい後こう輩はいのためにも最後までやり遂とげなければ。


    「キララの場合には、まずお肉を取ること」


    　皿の上の鶏とりの足を、ひょいと盗ぬすむ。──間かん髪はつをいれずに、がぶりと、頭ず蓋がい骨こつを嚙かまれた。


    　それでもめげずに、京夜はもうひとつのタブーに挑いどんだ。


    「そして彼女の匂いを嗅かぐこと」


    　ふんふん。くんくん。ちょうど顔のあった綺き羅ら々らさんの脇わきのあたりで、鼻を動かすと──。


    　綺羅々さんは部屋の隅すみにまで吹っ飛ぶように逃げていった。壁に二回ほどぶつかり、あっちこっち木の床ゆかを引っかきながら走り回って、最終的に、テレビの後ろの物もの陰かげに落ちついた。


    　ふしゃーっ、と毛を逆さか立だてて警けい戒かいしてくる。


    「わかりました！　タマはセンパイの尊とうとい犠ぎ牲せいは決してムダにしないです！　センパイのことは決して忘れません！　ありがとう！　アリガトウ！　そしてさようなら！」


    「あれ？　タマなに？　なんでお別れとか言ってんの？」


    「さてこいつは、どーやってコロそうか」


    　京夜が気がついたときには、部長をはじめ、三人が背後に立っていた。
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     正部員
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    「タマいつまで見習いなんですかね」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　タマのぽつりとつぶやいた言葉によって、京きよう夜やはひどく落ち着かない気分にさせられた。


    「だってタマひとりで見習いじゃないですか。センパイたちみんな正部員なのに。なんかミソッカス扱いされてるみたいですよ。ヤですよ。いくないですよ」


    「あははははー……、そ、そうだよねー」


    　京夜は笑った。


    　しばらく前の四月から新入部員となったタマは、恵めぐみちゃんのケーキ目当てで部室に通い始めるようになった女の子だ。最近では「ケーキの日」以外にも部室で見かけるようになってきた。


    　ふだんは和のスペースの畳たたみの上でゴロゴロしているタマであるが、今日は丸テーブルにきて、京夜の隣となりの席にやってきていた。でもなついているとか、そんなカワイイ理由ではぜんぜんなくて、おやつが目当てに違いない。


    「なに笑ってるんですかセンパイ」


    　手をぷらぷらとさせながらタマが言う。京夜はその手の届くところに、ポテチの袋ふくろを滑すべらせた。もちろん京夜が自分のお小遣いで買ってきたポテチである。


    「センパイっていつ正部員になったんですか？」


    「えっ？」


    　京夜はびくりと身を固かたまらせた。


    　バリボリと遠えん慮りよなくポテチを食いやがりながら、タマは返事を待っている。


    「えーっと……。どうだったっけかなぁ？」


    　京夜はひたすら誤ご魔ま化かしにかかった。


    「センパイもはじめは見習いだったんですよね。どうやって正部員になったんですか？」


    「えーっと……。どうだったっけかなぁ？」


    　京夜の場合、はじめの何か月かは見習いどころか体験入部だった。タマみたいに見習いからスタートするエリートとはちがう。そしていま現在も見習い部員のはずだった。そのことをタマに知られたくはない。


    　理由は──よくわかんないけど。たぶん見み栄えとかセンパイの沽こ券けんとか、そーゆーの。自分のなかにもそうした気持ちがあることを知って、自分でもびっくりだ。


    「ＧグツＪジヨ部ぶダマシイとかゆーの、知らないと、ダメなんですよね？」


    「えーっと……。どうだったっけかなぁ？」


    「センパイ？　さっきからおんなじことしか言ってないですよ。壊こわれちゃいました？」


    「えーっと……。どうだったっけかなぁ？」


    「壊こわれてますね。これ」


    「おまえが入部してきたか、きてないか、そんな頃だよ」


    　マンガ雑誌をぱたりと倒して、部長が顔を出して言う。


    　小こ柄がらな部長が読書をすると、マンガ雑誌のついたての向こうに、顔がすっかり隠かくれてしまう。


    　助け船を出してくれた部長に、京きよう夜やは意外な顔を向けた。


    「あの、僕……。正部員だったんですか？」


    「そだな」


    「いつ正部員になったんですか？」


    「さてな」


    「なんですかセンパイも見習いだったんですか？　タマ初はつ耳みみですよそれ」


    「いつ僕って正部員になれたんでしょう？」


    「はてな。タマにＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいがなんだとかエラそーに語ってたときでね？」


    「真央まおと腕うで相撲ず　もうしたときに告こく知ちしていたね。〝見習い部員〟ではなくて〝一部員〟と言っていたから」


    　紫し音おんさんの長い髪が言ってくる。そんな微び妙みようなの。完全記憶の持ち主でなければもちろん覚えているはずもない。


    「正部員になったんだったら祝ってくださいよー！」


    　京夜は椅い子すから転ころがり降りた。膝ひざで床ゆかを綺き麗れいにしつつ、部長にすがりつきに行く。


    「バッジくれたときみたいに儀式やってくださいよー！　そーゆーのがＧＪ部式なんじゃないんですかー!?」


    「ちょっとタマのほう向くですよ！　センパイ見習いだったくせにエラソーにしてたですか！」


    「なんだおまえ祝ってほしいの？　ならコトバの前と後ろに〝プリーズ〟って付けな」


    　にまにまと楽しげに笑いながら部長は言う。


    「ええーっ!?　そんなひどいですよ部長～っ！」


    「ふふふ。できねーんだったら──」


    「プリーズ。祝ってください。お願いしますよプリーズ」


    　京夜は素す早ばやく敗はい北ぼくした。平和的敗北主義者の辞書に不可能の文字はない。


    「早っ！　──おまえ負けるの早っ！」


    「いいから聞きやがれですよ！」


    「じゃあ、まあー。なんかやってやるか」


    「聞いてくださいですよう～……。タマ無視するのー、いくないですよう～……」


    「そういやタマ。おまえも見習いの儀式やってなかったっけな。一緒にやってやっぞ」


    　京夜はタマと二人して、わーいと両手を上にあげた。
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     シュウマイ

    


    [image: ]


    「シュウマイってあるだろ。オヤツの」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部長が唐とう突とつに話を振ってきた。このＧグツＪジヨ部ぶの部室において、なんの前振りもなく話が始まることは、めずらしくない。


    「ありますけどシュウマイはオカズですよ」


    「いやあれはオヤツだろ。点てん心しんだろ。オカズに食うもんじゃないだろ」


    「うちではオカンが忙しいときによく出ますけど。冷凍食品で。ごはんの友です」


    「うちでは森もりさんが手作りの出してくるぞ。プーアル茶と一緒に。だからあれはオヤツだろ」


    「中国では飲ヤム茶チヤという習慣があってね。日本では総そう菜ざいとして食べられている肉まん、餃子ギヨウザ、焼売シユウマイなどは、発はつ祥しようの地では、間食──つまり〝おやつ〟の扱いみたいだね」


    　紫し音おんさんがいつものように知識を披ひ露ろうする。


    「まそれはいいとして」


    「そうですね」


    　部長と共に京きよう夜やはうなずいた。紫音さんがちょっぴり傷ついた顔になる。


    「そのシュウマイにだな。ニセモノとホンモノとがあるだろ」


    「なにがニセモノでなにがホンモノなのか基準を示して貰もらわないことには同意のしようもありませんが」


    「グリーンピースの載のってるやつがホンモノなのだ！　それ以外はニセモノなのだ！」


    　なんでか、部長は拳こぶしを握にぎって力りき説せつしてくる。


    「そんなところで真しん贋がん判定しているのは部長だけじゃないでしょうか」


    「タマもグリーンピース載ってるのがホンモノだと思います！　そこにこだわらないセンパイは人として大切なナニカを置き忘れてきています！」


    　なんでか、タマまでもが参戦してきた。立ちあがってテーブルをばしばしとぶっ叩たたく。


    　援えん軍ぐんを得て、部長が勝ち誇ほこった顔になる。


    「森さんがいつもニセモノを出してくるのだ。何度言ってもニセモノになるのだ。それが本式なのだとおかしなことを言うのだ。とりつくシマもないのだ。しつこくグリーンピースグリーンピースと言っているとお尻しりを叩いてくるのだ」


    「土曜日はやめといたほうがいいですよ。怖こわいほうの森さんですよ」


    「そか。土曜日の森さんは中の人がちがうんだっけな」


    　一説によると、森さんは土曜日には休みを取って、お母さんと交代しているそうだ。


    「森さんって土曜はなにしてるんでしょう？」


    「さてな。大人おとなの女にはヒミツがあるそうだ。──デートかもなっ！」


    「えええっ!?」


    「ま。森もりさんの話もいまはいいとして」


    「えええっ。終わりですかそうですか」


    「なんだよ興味あんのかよ？　──ししししし」


    「はいシュウマイの話に戻りましょう」


    　部長に意地悪な笑えみを浮かべられて、京きよう夜やはさくっと、話を元に戻した。


    「僕はコーン載のっているのもアリだと思うんですけど。どっちもおいしいですよ。ていうか味とはあんまり関係ないですよ」


    「おまえはまったくなにひとつわかってない！　人生の半分を損そんしている！」


    　部長はタマと二人して、テーブルをばしばしとぶっ叩たたいている。


    「というあたりで解説の紫し音おんさん？」


    　京夜は紫音さんに話を振る。彼女はぱっと顔を上げた。嬉うれしそうに、得とく々とくと語りはじめる。


    「シュウマイにグリーンピースが載るようになった起源としては、まず、個数を数えるのを楽らくにするためという説があるのだけど、これは俗ぞく説せつで──。本当のところは、学校給食で広まったらしいね。私は給食というものを食べたことがないのだけど」


    「わたしありますー。公立でしたー」


    　恵めぐみちゃんがお茶を運びながらそう言った。本日のお茶は、話題のせいか紅茶ではなく、烏ウー龍ロン茶ちやだった。


    「こんどプーアル茶も入れときますねー」


    「私は真ま央おと一緒に私立だったから。ずっとお弁当で。二にー兄にいが──」


    「兄兄ニーニーズの話もいいとして。いまはグリーンピースだ！」


    　脱だつ線せんしっぱなしの話を部長が強ごう引いんに元に戻す。会話が本線から離れて脱線することは、このＧグツＪジヨ部ぶではめずらしくない。


    　それほど部長はグリーンピースに思い入れがあるらしい。


    「そのグリーンピースの起き源げんだけど。その学校給食ではじめてシュウマイにグリーンピースを載せたという人の場合には、子供たちが喜ぶようにと、ショートケーキを真ま似ねてみたそうだね」


    「なるほど」


    　京夜は納なつ得とくした。


    「わかりました。つまり部長は子供ということで」


    「なんだとう！」


    「タマもグリーンピース派ですよっ！　まーちゃんだけならわかりますけどタマだって──」


    「じゃあ部長とタマは二人とも子供ってことで」


    　ダブルで嚙かみつかれた。右みぎ腕うでも左腕も、両方とも、がじがじとやられた。
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     字大字
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部室のテーブルで、京きよう夜やは手紙を書いていた。


    　絵ハガキの下半分の通信欄に収おさめようと、だんだん小さくなってゆく字で書いていると──。


    「それ。なんだ。テガミか？」


    　部長が訊きいてきた。


    「ええ。はい」


    　見ればわかる程度のことを訊いてくるなぁ、とか思いつつ、京夜は答えた。


    「誰だれに出すんだ。トモダチか？」


    「ええ。まあ」


    　曖あい昧まいに答えて、文ぶん面めんに集中する。


    　しばらく書くうちに、部長のそれが、もっと話せというサインなのだと気がついた。


    「小学生のときに転校していったクラスメートがいたんですよね。まだ携帯とか持ってなかったんで、手紙をやりとりしていたんですけど。いまでもなんとなく、このまんまでして──」


    「おまえ。トモダチいたんだ」


    「部長よか多いと思いますよ」


    　しれっと言い返して、通信文を書きおえる。


    「おまえ。なにげに容よう赦しやねーよな」


    「ほらこの絵ハガキ。タマに作ってもらったんですよ」


    　なんかスネてる感じの部長に、ぴらりと絵ハガキをめくって見せる。部長にがじがじと嚙かまれている名場面が、見事にスナップされている。


    「ふ、ふうん……、よく撮とれてるじゃん」


    　よくわかんないが、部長の機き嫌げんがなんか戻ったようだった。


    　京夜は安心して、宛あて名なのところに、すっかり指が覚えてしまっている住所を書きにかかった。


    「住所に、字あざとか大おお字あざってありますよね。──これってなんなんでしょう？」


    「なんだ？　いきなり？」


    「いま書いている住所のなかに『大おお字あざ新しん田でん字あざ竹たけ山やま』とかってあるんですけど。この〝字〟とか〝大字〟とかって、たまに見ますよね。なんなんでしょう。これは？」


    「禁止だ」


    「はい？」


    「おまえが〝そもさん〟するのは禁止だ。そーゆーのは私の仕事だ」


    「あー、はいはい。妙みような質問を持ち出してくるのはいつも部長ですけど。──ていうか〝そもさん〟ってなんなんですか？」


    「〝作麼生そもさん〟とは禅ぜん問もん答どうをする際の掛け声だね。〝さあ問題です〟みたいな意味に思えば。ちなみに〝説せつ破ぱ〟と受けるのが禅問答における作さ法ほうでね」


    「はあ。なるほど」


    　京きよう夜やは感かん心しんした声をあげた。そうして──字あざ大おお字あざのほうの答えも当然持っているはずであろう紫し音おんさんの顔を、じーっと見つめる。最初の疑問のほうが、まだ解決していない。


    「禁止だぞ」


    　部長がぽつりと釘くぎを刺す。


    「解答はまだだぞ。つまんねーじゃん。すぐ答えが出ちまったら」


    「さもありなん」


    　紫音さんは笑っている。


    「きっとあれだな。すげー田舎いなかって意味なんだよそれは」


    「ええまあだいぶ地方は地方ですけど。でもいいところみたいですよ」


    「わたしが思うにぃ──」


    　恵めぐみちゃんがお茶を注つぎにきたついでに、回答も行おこなう。


    「──昔のチェーン店とかの名前じゃないでしょうか。ほら。駐車場にもありますよねー。全国展開している月げつ極きよくさんの駐車場とか」


    「恵ちゃん。それは月つき極ぎめって読むんだと思うよ。月ごとの契約っていう意味で」


    　だがもう恵ちゃんはあっちに行ってしまっていた。ぜんぜん聞いちゃいない。


    「おいキララ。おまえそれ。辞書引くの反則な」


    　綺き羅ら々らさんは辞書を引いている。現在の必ひつ携けい書しよは大だい辞じ林りんである。


    「そろそろ解答を出してもいいのかな」


    　紫音さんの出番がやってきた。


    「──大おお字あざと小こ字あざは、古い行政区分の名残だね。太たい閤こう検地の時代から明治初期までは用いられていたようだよ。それ以降、日本の近代化とともに進められていった区く画かく整理により、何町、何丁目、何番地、などの合理的な地名が振られるようになったのだけど、市街地以外では、それ以前の地名表記も、そのまま残されることが多かったそうだ」


    「ほーへーはー」


    　紫音さんの話は、あいかわらずためになる。


    「でもこれ授業でやっていたはずだけど？」


    「うちの歴史のセンセイは、いつでもバルチック艦かん隊たいでエンドレスです」


    「あーそれうちにもいるですよ。東とう郷ごうへーはちろー、へーはちろー、うるさいのですよ」


    　話題は字大字検討委員会から、名物歴史教師と日本海海戦の話へと移った。


    　とりあえず今日のＧグツＪジヨ部ぶは、歴史の勉強会のようだった。
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     ＡＢＣＤ
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    「うわ～～ッ！」


    　丸テーブルの隣となりの位置から、突然、奇き声せいがあがって、京きよう夜やはびっくりした。


    　見ると──。部長がさっきまで読んでいた漫画雑誌を投げ出していた。


    「どうしました部長？」


    「ばっ、ばかっ！　ち、ち、ち……、ちゅーがあったぞっ！　な……、なんてハレンチな！」


    「ああ。そういえば……ありましたっけ」


    　先に読みおえていた京夜は、ああ、とうなずいた。最近バトル漫画化してきたラブコメのなかに、強くなるための儀式として「ちゅー」のシーンがあったような。


    「な、なぜ言わなかった!?　これは私に対するイジメもしくはセクハラかっ!?」


    「忘れてただけですよ」


    　部長はイジメっこでも見るような目つきを、じとーと京夜に向けてきた。


    「ほんとですよ」


    　本当に、ついうっかり忘れただけだった。「もっとスゴいの」になってくると京夜も苦にが手てだから、さすがに忘れないが……。「ちゅー」程度だと、うっかり見み逃のがしてしまうこともある。


    「だいじょうぶですよ。そこのシーンだけでしたから」


    　本はテーブルの上に投げ出されたままだった。だが部長は身を守るようにクッションを抱だきしめ、手を付けようとしない。


    「もうそれ読まない！　おまえのゆーこと！　もう！　しんじない！」


    　手足を縮ちぢめて子供のように言う部長に──。


    　紫し音おんさんが読んでいた小説を置いて、くくくっと喉のどの奥で小鳥が鳴くようにして笑った。


    「かわいいね。真ま央おは」


    「まーちゃんモエモエです。こんなんどこがコワいんですか？　杏あん子こなんてキスとかそれ以上しかない漫画ばかり読み耽ふけってますけど」


    「コワくないよ！　ニガテなんだよ！　あとアンコって誰だれだよ！」


    「だからどーして苦手なんですかー？　友人Ａのことですが。ちょりーすとか言うですよ」


    「色々わけわかんねーよ！」


    　タマはどんどんＧグツＪジヨ部ぶに馴な染じんできていた。二つの会話が同時並行するという〝ＧＪ部式話法〟でさえも、やすやすと使いこなしている。


    「みなさーん。お茶でーす。お姉ちゃん、楽しそうですねー」


    　騒さわぎのあいだにお茶を淹いれていた恵めぐみちゃんが、皆のあいだを香かおりとともに歩いて回って、カップを紅あかい液体で満みたしてゆく。


    「楽しくねーよ！　姉の苦く境きようが目に入んないのかよ！　この天てん上じよう界かいの生せい物ぶつめが！」


    　恵めぐみちゃんの《天使アイ》には、あらゆる物事が微ほほ笑えましい光景として映っている。


    「そういえば。物ものの本にて読んだのだけど。何十年か前には、男女交際の進展具合をＡＢＣＤの記号によって表わしていたらしいね」


    「へー。それだと口付けはどのあたりになるんですか？　ＣとかＤとか？」


    〝ちゅーは禁止だ〟と部長が言うものだから、ほかの言葉で言い換えてみる。


    「いや……。接吻（せっぷん）はＡだったらしいよ」


    「え？」


    　京きよう夜やはぎくりと固かたまった。見れば紫し音おんさんも言いづらそうな顔になっている。


    「い──いきなりそこからになっちゃうんですか？　手をつないだりがＡとかでなくて？」


    「だーらおまえら！　ちゅーゆーなアァ！」


    　京夜は当とう惑わくした顔を紫音さんに向けた。


    「あの～……。しょっぱなから飛ばしすぎてませんか？　いきなり最終段階行っちゃってますよそれ？　そこまでの途中経過はどうなっちゃっているんでしょうか？」


    「ばか！　最終段階はお姫ひめ様さま抱だっこに決まってる！　飛ばしすぎなのには激しく同意だが！」


    「わ、私に言われても……、こ、困るっ。これは本に書いてあったものであって──」


    「そのメガ盛りされた順番だと、Ｂとかって、いったいどーゆーことになるんでしょう？」


    「Ｂというのは──」


    「や、やめとけキョロっ！　果はてしなくキケンなニオイがするッ！」


    　部長に袖そでを摑つかまれて、京夜も我われに返った。


    「──ああやっぱいいです。やめときます。この話題はここまでにしときましょう」


    「えー？　なんでですかー？　せっかくだから訊ききましょう。Ｂってなんなんですかー？」


    　京夜がせっかく踏みとどまったというのに、ティーポットを置いた天使が訊いてしまった。恵ちゃんは、たまに鈍どん感かんなほど空気の読めないことがある。


    「き、き、き──！　禁止だっ!!　ちゅーは禁止だぁ!!」


    「部長！　ちゅーはＡです判明してます！　いま訊いているのはＢのほうです！」


    「訊くなよ！」


    「だから僕は訊いてないですよ。恵ちゃんがっ！　天上界の生物がっ！」


    　うろたえて大声をあげる部長に対して、京夜もうろたえぎみに返答を返す。


    「ねー。紫音さん。Ｂってなんなんですー？」


    　きゅるんと小こ首くびを傾かしげて、恵ちゃんが訊く。その背後に立つタマは、フキダシをいくつも手にして、「にやり」がいいか「ごごごご」がいいか「腐ふォオオーッ！」がいいかと選んでいる。


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶは大混乱だった。ひとり綺き羅ら々らさんだけが黙々とお肉を食べていた。
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     体育のあとは
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　京きよう夜やは席を立って、閉しまっていた窓を開あけに行った。窓をいくつか全開にする。


    　ついこの前までは、衣ころも替がえ後の肌はだ寒ざむさをすーすーと感じていたくらいだが、最近、だんだんと暑さを覚える瞬間が増えてきた。


    　いずれそのうち、かーっと暑くなって夏らしくなってくるのだろう。


    　夏は暑くてだるいだけと、昔はそう思っていた。だがＧグツＪジヨ部ぶに入って価値観が変わった。


    　陽かげ炎ろうの立つくらいの暑い夏を待ち望んでいる自分がいる。脳のう改造されてしまった自分がここにいる。ＧＪ部魂だましい。ここに極きわまれり。こーゆーのがＧＪ部魂であるとすれば──だけど。


    「暑いな」


    　部長がぽつりとそう言った。声のニュアンスから「暑い」＝「悪いこと」ではなくて、「暑い」＝「いいこと」だとわかる。やっぱり自分のＧＪ部魂は、間違ってない……？


    「今日はアイスティーにしてみましたー」


    「あ。手伝うよ」


    　立っているついでだ。人数分のグラスを用意している恵めぐみちゃんの元に、京夜は歩いていった。


    　いつも紅茶が運ばれてくるまで、ただ座っているだけだ。恵ちゃんが紅茶を淹いれていることにさえ気づいていないときもあるし、カップを紅茶が満みたしていたことに、冷さめてからようやく気づくなんていうこともある。


    「あ……。い、いいですよう。座って待っていてください」


    「いいからいいから。たまには手伝わせて」


    　お盆のうえにグラスが並ぶ。砕くだかれた氷が満たされて、夏の日差しでキラキラと輝かがやいている。


    　運ぶくらいはしようと思って、近づくと──。


    　恵ちゃんが、さささーっと、距離を取った。


    「え？」


    　京夜は思わず立ちすくんだ。


    　いま……？　あからさまに距離を取られたような？　なんだか嫌きらわれたような錯さつ覚かくを覚える。


    　まさかね。


    　気を取り直して、恵ちゃんの紅茶基地に立った。グラスのうちのいくつかは、まだ氷だけだ。「えっと。これ。どうすればいいの？　紅茶、注つげばいい？」


    　部室のまんなかに立つ恵ちゃんに、そう訊きいてみる。


    「あの～……。う～……」


    　太目の眉まゆ毛げをきゅっと引き寄せて、恵ちゃんは困った顔をするばかりだ。


    「あれ？　ひょっとして……。手伝うの、だめだったのかな～？　いけないコト、やっちゃったかな～っ？」


    　京きよう夜やはわざと大おお仰げさに言ってみた。そして自分で情けなくなった。


    　この空気って……。あれれ？　なんだか本当に……。これって……。


    　ショックを受けながら紅茶基地を離れる。クラスの女子から毛虫のように嫌きらわれている体育教師がいるが、その切なさが、なんだか百分の一くらいわかってしまった。


    　がっくりと肩を落として席に戻ろうとすると。


    「あっ──いえあのっ。ちがうんです。四しノの宮みや君っ──手伝ってもらうのがだめだったんじゃなくってぇ」


    「そうなんだ」


    　京夜はくるりとターンして引き返した。気分もどん底から急浮上。


    　しかし紅茶基地に戻っていた恵めぐみちゃんは、京夜が近づいてゆくと、またもや、さささーっと離れていってしまった。


    「なんでっ？　だからなんで逃げるのっ？」


    　京夜は恵ちゃんとの距離を詰つめる。恵ちゃんは再び距離を取る。


    「さ──三メートル以内に来るのっ！　き──禁止ですっ！」


    　ついに禁止されてしまった。京夜はがっくりと落ちこんだ。


    「やーい。きらわれんぼー」


    「ヒトには誰だれもパーソナル・スペースというものがあってね。その距離の中に他人が入ると不快感を覚えるものらしい。その距離は相手との親しん密みつ度どによって変化するといわれていて──」


    「センパイなにか選んじゃったですか。親密度の下がるような選せん択たく肢し」


    　ゲームをしながらタマがいう。最近のタマのブームはギャルゲーだ。二次元女子を攻略中だ。


    　綺き羅ら々らさんもさっきからこくこくとうなずいている。なにを肯こう定ていしているのかわからないが。


    「いやなにも覚えはないんですけど……」


    　と、恵ちゃんをみる。


    「ちがう。ちがうんです。四ノ宮君がわるいんじゃなくって──、そのぉ、つまり──」


    　恵ちゃんはひどく言いにくそうな顔になっていた。


    　京夜は辛しん抱ぼう強く待った。嫌われたのでないのなら、いくらでも待てる。


    　恵ちゃんは、右を見て、左を見て、あさってのほうと昨日のほうをそれぞれ見て、それでも京夜が目線を外はずさないと知ると、しぶしぶと、言ってきた。


    「きょう……、そのぉ……、体育でっ……、マラソン……、だったからぁ……」


    「え？　だから？」


    「だから──！　もうっ！　汗あせかいちゃっているから！　三メートル以内は！　禁止ですっ！」


    　すんません。えらいすんません。
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     シスターズ
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    「部長のとこって妹さんいるんでしたっけ？　恵めぐみちゃんのほかに」


    「んあ？　あー……、そうだけど」


    「三姉妹なんですか？　それとも四人とか五人とか六人とかいたりします？」


    「兄兄ニーニーズじゃねえって。三人だよ」


    「キララのところはジルちゃんって子がいるんでしたよね。紫し音おんさんの兄兄ニーニーズの人数って……。あ、いえ。怖こわいからこれは訊きかないでおきます。タマのところも、弟や妹、いるんだよね？」


    「ぎゃーすかうるさいのですよ。だからタマはこうして物もの静しずかなレディに育ったのです」


    「後半は無視するけど、前半のデータはありがと」


    「なんでおまえ、そんなん、気になるん？」


    「よく少子化少子化って、いいますよね。でも意外とみんな兄妹がいるもんなんですよね」


    「タマは一人っ子だがな。あのワガママっぷりは絶対一人っ子だな」


    「だからいるです。タマ一人っ子じゃないです。オヤツ独どく占せんできないのです」


    「ワガママっぷりなら部長もかなりのものだと思います。──それで気になったんで、身の回りで統計取ってみているところでして」


    「統計法で有ゆう意いな結果を得えるためには、およそ二千ほどのサンプルが必要といわれるよ」


    「うひゃあ。それじゃうちのガッコの生徒全員に訊いても足りないじゃないですか」


    「でも一人っ子の割合に関して君の印象は正しいね。じつは意外と少ないものでね。一人っ子の割合は三人兄妹よりも少ないという調査結果がある。そして過半数の家庭が二人兄妹なんだ」


    「あ。うちも二人です」


    「さすがキョロだ。平凡極きわまりない」


    「平均的と言ってください。普通がいいんですよ。普通がいちばんです」


    「んで。妹狩りして、どーすんだよおまえ？」


    「誰だれが狩ってますか」


    「ああやっぱりそういう趣味かっ！　妹でないと萌えない、ダメなやつだな」


    「リアル妹のいる人間に、妹萌えって、少ないんじゃないでしょうか」


    「だめなのかっ!?　妹はっ!?」


    「僕を妹漬づけにしたいんですか。真ま人にん間げんに更こう正せいさせたいんですか」


    「真ま央おは妹キャラのつもりらしいからね」


    「べ、べつに妹キャラをやりたいだなんて言ってないんだからなっ！　おまえが妹妹ゆーからっ！　し──しかたなくなんだからなっ！」


    「部長それはツンデレです」


    「そか。難むずかしいな。妹いもうと道どうは。でも微び妙みように近くね？　妹キャラって半分はツンデレでね？」


    「うちの霞かすみはツンばっかですけど。しいていうならツンツンですね。デレ入ってないですよ」


    「えーっ？　そっかあ……？　ツンなんて入ってるかー？　けっこー優しいぞー？」


    「あれ？　部長って、霞とはこの前の年末年始に会っただけですよね？」


    「ああ。いや。そだな。うん。そうだ。会ってないヨ。──あー、おほん！　しかしなんだな。兄妹とかの話って、あんま、しねーな。うちも聖せい羅らの話とか、してねーもんな」


    「なんででしょうね？　──そういえば横よこ溝みぞとも、あんまり話さないんですね。なんかお姉さんと妹たくさんいて、女じよ難なんだそうですけど。そのせいなのかな？　あいつ」


    「よこみぞ？　だれそれ？」


    「部長いいかげん覚えてくださいよ。僕の、し……親友ですよ」


    「いまつっかえた！　つっかえたその理由のところにオマエはいま説明責任を発はつ生せいさせた！」


    「モエモエです」


    「なんですか、なんですかー。ヒミツなことですかー？」


    「メグねーさん、ほら──『腐ふォオオオオ──ッ！』っていうほう、持ってこなきゃ！」


    「こんど連れてこいよ。カオ見たら覚えるから」


    「カオ見ても忘れてたじゃないですか新しん城じよう君とか。あいつ。横溝って、けっこう男だん子し力りよく高いですよ。ここ。男子禁制なんじゃないんですか？」


    「特別講師としてお招まねきしよう。おまえの黒くろ歴史を、根ね掘ほり葉は掘ほり、聞き出さなくては」


    「ぜーったい連れてきません」


    「きらら。じる。いるよ。」


    「部長のところの聖羅ちゃんですけど。霞と同じでいま中一でしたっけ？　どんな子です？」


    「あいつは。んー。なんつーか。複雑なコだ」


    「いい子ですよー」


    「そらいい子だけどな。メグにゃ聴こえてねーからなぁ……。あ。それこっちのことで。気にすんな。──ま。冷さめてるカンジだな。クールっつーの？　シイに似てるかもしんねー」


    「大きくなったら美人さんになりそうですね」


    「ん。んんっ──。それは私が美人ということかな。ん？　ん？　んんっ？」


    「はい。紫し音おんさんはカワイイ生き物です。ばけらったって鳴けば、もっと完かん璧ぺきです」


    「ばけらった」


    「きらら。じる。いるよ。ききたい？」


    「あー、はいはい。話したいんですね。聞きます聞きます。聞かせてください」


    「おっとり？　やさしい？　はれ。ときどき。かみなり。たまに。こわい？」


    「ジルちゃんは、キララのこと叱しかったりとか、なんだかしっかり者のイメージがあったんですけど。普段は落ちついていて、おしとやかな子なんですね」
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     部員の証・改
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    「このバッジ。通信機能がついてるって言ってたじゃないですか」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　胸むねに付けてるバッジを細い指先でいじりながら、タマが言った。


    　しばらく前に、ＧグツＪジヨ部ぶの見習い部員となったタマである。バッジはそのときに授じゆ与よされたものだった。それをタマはよく身につけて部活に出てくる。


    「あのときすっかりダマされたですよ」


    　バッジを授与する〝儀式〟のとき、タマはすっかり騙だまされていた。


    　通信機能があると言われ、張りきってボタンを押し、そのあとで、ずーんと落ちこんでいた。


    「完かん璧ぺきに騙されていたよねー。タマ」


    　自分の時のことはすっかり棚たなに上げて、京きよう夜やは笑った。


    「タマだますのは好きですがダマされるのは嫌きらいなんですよ」


    「どちらかというとタマは騙される側がわだと思うよ。この世には二通りの人間がいるんだよね。騙す側と騙される側だね」


    　京夜は開あけたばかりのポテチの袋ふくろを、タマの手の届くところに近づけてやった。


    「それでこのバッジの通信機能なんですケド」


    「だからあれはウソなんだってば」


    　京夜は笑って言った。


    　タマはポテチの袋に手を突つっこみ、膨ふくらんだ口から、ばりばりと破は砕すい音おんを響ひびかせていた。


    　しばらく静かになっていた口が、また開く。


    「──うちのクラスに、こーゆーの得意なのがいるんです」


    「こーゆーのって、どういうの？」


    「機械いじりとか改造とかです。バカイエローっていうですよ」


    「ば……バカって」


    「男子はみんなバカですよ」


    　タマはざっくり決めつける。なぜだかそこで、テーブルの向かいで部長が力強くうなずく。


    「うむ。すべての男子はバカもしくは超ちよう雄おすだな。鳴なる海みもそー言ってた」


    「あ。センパイはもちろん違うですよ。男子じゃないから」


    「うむ。キョロは違うな。キョロだから。それに男子だったら部室に出入り禁止だな」


    　なんだかとっても失礼なことをふたりから言われている気がする。


    「んで。そのバカイエローがメカとか得意なんで。頼んで改造してもらっちゃいました」


    「ふうん。……って。え？　なに。改造？　いったいどういうふうに？」


    　流してしまいそうになって、あわてて訊きき返す。


    「だからこれは、もうウソじゃないんですよセンパイ。通信機能。ついたですよ」


    「え？　……えええっ？」


    「一個だけじゃ通信できないです。いくつも改造してもらいました。みんなの分もあるですよ」


    　タマはテーブルの上にざらりと色違いのバッジを並べた。


    「私この色！　もーらい！　オレンジな！　やんないぞ！」


    「ふむ。素晴らしい技術力だね。超高校級だ。……私はやはり紫色かな」


    「みんなといつでもお話できるんですねー。あー。わたしこれ。ピンクいいですかー？」


    「きらら。きいろ。すき。」


    　皆がそれぞれにバッジを取ってゆく。京きよう夜やも残された一枚を手に取った。


    　見た目は、これまでと変わりがない。裏にボタンがついているところも、まったく同じだ。


    「ほれ。やってみろって試してみろって男の子。こーゆーの好きなんだろ。男の子」


    　部長が横から肘ひじでつっついてくる。


    「えー？　いやー、そんな男の子って自覚もないですけどー」


    　京夜はバッジを裏返した。


    「でもまー。せっかくですからー。ちょっとだけー」


    〝にくきう〟仕し様ようのボタンに指をかけてから、皆に顔を向ける。


    「いいですか？　みんな？　押しますよー」


    　期待を込めて、ボタンを押す。


    『ニャー』


    　鳴いた。


    　あわててまたボタンを押した。


    『ニャー』


    　また鳴いた。


    　京夜はがくりと突つっ伏ぷした。


    「すごいな。これほどまでとはな。これからおまえを騙だまし返してやるぞとフラグ立てておいても、それでも引っかかるとはな」


    「だから言ったですよ。タマの勝ちですよ。センパイなら引っかかるってタマは言いました」


    　タマがなにか手で催さい促そくして、部長がポッキーを一箱渡している。


    「いやさすがに二度はねえと思ったさ。フツー思うだろ。キョロ力ちからおそるべし」


    「なんです？　キョロチカラって？」


    「無限に騙され続けることのできる無む限げん力ちからだ」


    　タマと部長がなんか会話していた。しかし京夜には文句を言う資格は、なーんもなかった。


    　また……。だまされた……。
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     第三段階の呼び声
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    「第三段階があるって、まえに部長、言ってたじゃないですか」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部長のポッキーを二本もらうついでに、京きよう夜やはそんなことを言ってみた。


    「あん？　なんの話だ？」


    「ほら。あのオレマンとかいう──」


    　オレマンというのは、恵めぐみちゃんが勝手に名付けた京夜の二つめのあだ名のことだった。昔、みんなに遊ばれて、一いち人にん称しようを「僕」→「オレ」にされたり、皆の名前を「呼び捨て」にさせられたり、ひどい魔ま改造を受けたことがあった。そのときに定着したあだ名である。


    　一人称が変わっただけの変身が「オレマン」。もう一段の変身を果たして皆を呼び捨てにするようになった状態が「オレマン第二段階」もしくは「スーパーキョロ」という。


    　そして部長によれば、京夜はあともう一段階の変身を残しているという……。


    「──よおしオマエ言ったな自分で言ったな。これでもう認めたな。もー文句言わせんぞ。盛せい大だいに公式に承しよう認にん済ずみだ。もおオマエ、オレマン決定な」


    「前から勝手に言ってるじゃないですか。あと部長オレマン禁止とかよく言ってません？　禁止なんだかＯＫなんだかはっきりしてくださいよ」


    「我われ々われがイジるのはＯＫだがオマエが名乗るのは禁止だ。キョロのくせにナマイキだ」


    「よかったですー」


    　背中側がわからポットが差しだされる。京夜の肩越しに、恵ちゃんが紅茶を注ついでくれる。


    「あれ？」


    　一口含ふくんで、京夜は首を傾かしげた。銘めい柄がらがまったくわからない。この一年、毎日毎日ものすごい量を振る舞まわれて、けっこう詳くわしくなったつもりなのだけど。


    「特別な葉っぱです。……と、く、べ、つ」


    　恵ちゃんは一本指を左右に振って、謎なぞめいた笑みとともに、目を細めた。


    「んで、そのオレマンがどーしたよ？」


    「あー。はい。……ですから、第三段階があるって言ってましたよね。部長」


    「ああ。そうだな。だがもうすこしマテ。まだオモシロイ魔改造プランが出なくて……」


    「それ、僕、なんとなくわかっちゃった気がするんです。壁を越えるやりかたっていうか……」


    「なんだと！」


    　部長は椅い子すを蹴け立たてて立ちあがった。


    「この私にもまだ面おも白しろビジョンが見えてないとゆーに！　おまえごときに見えたとぬかすか！」


    「それは聞き捨てならないね」


    　改造手術担当の紫し音おんさんが、椅い子すのキャスターを滑すべらせてやってくる。オレマン問題は世界World統一王者Union Championさんとの日課よりも重大事項となったようだ。ビリーに勝った。


    「もう私に再改造させてはくれないのかな？」


    　薄うすく微ほほ笑えみながら紫音さんは言う。髪をかきあげる仕し草ぐさにどきりとさせられる。


    　すっかりこの二人のオモチャになっている。


    「ま、まあ……みててくださいよ。いまちょっとやってみますんで……」


    　京きよう夜やは椅子から立ちあがった。皆の視線を浴びながら、まずおこなった下準備は──。


    　緩ゆるかったネクタイの結び目を、きちんと喉のど元もとまで引きあげる。襟えり元もとを正ただして、きちんとする。髪もちょっと整ととのえて、色々と、きちんとする。


    「ん、んんっ……」


    　声こわ色いろにも気を遣つかう。「あー。あー。あー」と軽く発声練習。


    「なんすかなんですか。センパイなんかやるんですか」


    「オレマン第三段階だとさ」


    「だからオレマンってなんですか。タマ一度もわかるように説明してもらってないんですケド」


    「きょろ。こうばしい？」


    　タマと綺き羅ら々らさんまでやってきてしまった。なんだか緊きん張ちようする。


    　喉元に当てていた手をすっと下おろして、体の脇わきに下ろした。自然体で立った。第二段階までのオレマンは気合いで成なるものだが、第三段階には自然体で至いたるものだ。──とか思う。


    「私はいま目覚めた」


    　と、京夜は言った。第三段階で一いち人にん称しようが〝私〟へと変化する。そして性格は慇いん懃ぎんかつ紳しん士しだ。


    「私をオレマンと呼ばれるのはできればやめて頂きたい。──レディたち」


    　そして京夜は、部長たちの反はん応のうをみた。


    「……あーすいませんすいません。ハズしましたね。変でしたね。おかしかったですね。できたら忘れてください。カンベンしてくださいよホントに。黒くろ歴史になっちゃいますから」


    「や……。やっべー……」


    　部長が変なカオになってそう言った。驚いているような、上じよう気きしたような、へんなカオだ。


    「いっ、いま一瞬──キョロが美び形けいに見えちまった。やっべ。やっべー……。おいこらキョロ。おまえそれ禁止な。ゼッタイ禁止な！　封ふう印いんワザな！」


    「えー封印したらだめですよう。キョロ様いいと思いますー」


    「あ……。いや……。もっと……。すまないが。もういっぺんやってはくれまいか……？」


    「きょろ。こうばしい。」


    「センパイなんでいきなり別人になっちゃうですか」


    　皆の反応は様々だった。評価のほうは、結局のところ、なんだかよくわからないままだったが──。とりあえず〝封印〟しておこうと、京夜はそう思った。
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     リア充ばくはつしろ
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    「リア充じゆうばくはつしろ」


    　差し向かいで二人きりでお昼ご飯を食べている最中、部長が突然、へんなことを口くち走ばしった。


    　京きよう夜やはきょろきょろと周囲を見回した。部長の言葉が向けられた相手を探さがしてみる。


    　こんなふうに部長がへんなことをつぶやいた場合には、早はや合が点てんしてはいけない。あれは「グルーミングの刑けい」のときだったか。部長のつぶやきが自分に向けられた言葉だと思ったら、じつは恵めぐみちゃん宛あてだったりした。


    「おまえだよ。おまえ」


    　キョロキョロしていたら、グリーンピースが飛んできた。アクセントをほじり抜いたシュウマイを部長はもぐもぐと食べる。京夜はテーブルからグリーンピースを拾いあげて口にいれる。


    「リア充ばくはつしろ」


    　部長は、もういっぺん、呪のろいの言葉めいた文句をつぶやいた。


    「だからなんなんです？　それ？」


    「知らんのか。リア充というのは──、リアル生活が充実している者のことをいうのだ」


    「いやそれくらいは知ってますけど。なんで〝ばくはつしろ〟なんですか？　あとここんとこがもっかのところ最大の疑問点なんですが。なんで僕が〝リア充〟なんです？」


    「持てる者はみんな同じことを言うな。自覚のないことが潜せん在ざい的てきな悪あく意いだと、なぜわからん」


    「えーと、じゃあそれはとりあえずおいておきまして。なんで〝ばくはつしろ〟なんです？」


    「しらん」


    「いま部長が言ったんじゃないですか。しらん、じゃないですよ」


    「言ったの鳴海なるみだもん」


    「誰だれでしたっけ？」


    「ああ。この恩おん知らず。おまえ冬のあいだずっとコタツに入り浸びたっていながら──」


    「あー。コタツ譲ゆずってくれた人でしたっけ。部長のクラスの友達でしたっけ」


    「いっつもいっしょに、昼ごはんたべるぞ。男ってのはね──と、色々、教えてくれるぞ」


    「部長トモダチいたんですね」


    「おまえよか、少ないがな」


    　部長はそう言って胸むねを張った。部長が部室でご飯を食べる率は、京夜と同じでだいたい半々。部室にこないときは、その人とランチタイムをしているようだ。よかった。ちょっと安心した。


    「んで。話は戻りますけど。……なんで僕がリア充なんです？　僕の理解で正しければ、〝リア充〟っていうのは、人生をバリバリ情熱的にエンジョイしている人のことをいうんだと思うんですけど。でも僕、覇は気きがないとかはよく言われますが、リア充だなんて、これまでの人生のなかでただの一度も言われたことはないんですけど」


    「おまえの話を鳴海なるみにしたら、あいつが言ったんだよ。〝リア充じゆうばくはつしろ〟って。あれはきっと呪のろいのコトバだな。やつの目がなにかを語っていた。暗く呪っていた」


    「だからなんでなんですか。なんで呪われなくちゃならないんですか。僕」


    「私には多少わかるかもしれん」


    　腕うで組ぐみをしつつ、部長は重おも々おもしくうなずいた。


    「まず第一に──だ。おまえは、ほれっ。いつも部活に出てンだろ」


    「部活動やってるとリア充になるんですか？　帰宅部以外の全人類はリア充ですか？」


    「そ、それだけじゃねーだろ。ほれっ。いっつも囲まれてるだろ」


    「先せん輩ぱい後こう輩はいにですか？」


    「ばかたれ。わ、わたしらみたいなっ……、び、美少女にだっ！」


    「照れるくらいなら言わんといてください」


    「あとアレも話したぞ」


    「どれでしょう？」


    「カワイイ妹がいるということだ」


    　はて──と、京きよう夜やは首を傾かしげた。自分に妹は一人しかいないはず。


    「お姉ちゃんぶるところが玉にキズだがな。いーい妹さんじゃないか」


    「霞かすみのことを言ってるんですよね？　あー、まー、そーかもしれません。一般的には可愛かわいい部類なんでしょうか。身内のことってよくわかんないですよね。──でもお姉ちゃんぶるって？」


    「あー、いやあのな。じつは白状すると最近ちょっとトモダチっぽくなってな。よく会っててな。中学生になってからますます姉ぶってくるよな。あれは。調子にのってるよな。な？」


    「いや同意を求められても知りませんけど。まだ誤ご解かいといてなかったんですか？　いまもずっとまーちゃんは小学三年生っていう設定なんですか？　あーそういえば霞って弟か妹を欲しがってましたっけ。お兄ちゃん弟だったらよかったのにー、とか、真ま顔がおで言いやがるんですよ。どうしてくれましょう」


    「萌えてろよ」


    「ところで部長って妹キャラだったんですね」


    「なんだよいまごろ気づいたのかよ」


    「それで話はまたまた戻りますけど。どうして〝ばくはつしろ〟なんでしょう？」


    「しらん」


    「なんで僕がリア充なんでしょう？」


    「真しんのリア充は、自分がリア充であることを決して自覚しないということだ」


    「それ答えになってませんよ」


    　部長と二人でお昼ご飯を食べながら、京夜はずっと考えた。どこがリア充？
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     特殊語尾
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    「特殊語ご尾びってあるだろ」


    　いつもの昼休み。ちんまいおべんとをつつきながら、部長が言う。


    「なんですか特殊語尾って？」


    　アルマイトの箱の隅すみっこの、なかなか取れないご飯つぶと格かく闘とうしながら、京きよう夜やは訊きき返した。


    　部室で食べる日と、教室で食べる日と──割合としては、だいたい半分半分といったところ。


    　クラスメートとの交流も楽しいが、部室でのご飯も〝ひみつきち〟っぽくて、なんだか違う楽しみがある。部室で食べる日は、なんとなく決まっていて、まあだいたい皆も顔が揃そろう。べつに示しあわせたわけではないのだけど。


    　部長以外の皆も、各自、自分のおべんとをつついている。


    　こうやって物ものを一緒に食べているときが、〝友達〟という感じが、いちばんする。


    「だからあれだよ。〝にょ〟とか〝ナリ〟とか、語尾に付けてしゃべるキャラがいるだろ」


    「あー、あれですか。ワニとかゲソとか付ける、動物さんとか、海かい棲せい生物さんとかですね」


    「なんか微び妙みように違うような気もするが、だいたいそれであってる」


    「その特殊語尾がどうかしましたか」


    「おもしろいから、やってみよーぜ。今日は〝特殊語尾の日〟だ」


    「えー、そうですかー？　おもしろいですかー？」


    「なんだよノリわりぃな。おまえのＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいはその程度かよ」


    「いえなんか予想できちゃうんで面おも白しろくないんですけど。部長はやっぱ〝チュー〟ですよね」


    「嚙かむっ。ぜってー嚙む」


    「あああ。勘かん弁べんしてくださいって。霞かすみが最近マネるんですよ。まーちゃん嚙んできたって言うと自分も同じように──って、痛いたい痛い痛いです部長」


    　京夜の腕うでに歯は形がたとごはんつぶを残し、部長は離れていった。


    　くるりと振り返ると、タマに向けて──。


    「というわけで、おまえは〝にゃー〟な」


    　タマは紫し音おんさんの隣となりで、兄兄ニーニーズの手による三段重ねの重じゆう箱ばこ弁当を横取りしている真っ最中だった。


    「なんでですか！」


    　毛を逆さか立だてる勢いでタマは言い返す。でもタマはやっぱり〝にゃー〟だろうと、そう思う。


    「メグはなにがいいかな」


    「聞け！　聞くですよこの小動物！　チューって言うですよ！」


    「ちゅー」


    「言った!?　言いやがったですよ！」


    「たのしそうですねー」


    　恵めぐみちゃんもニコニコ笑顔で参加してくる。ちなみに恵ちゃんのおべんとは、半分ほどのスペースが「デザート」と「おやつ」で占しめられている。


    「わたしはなにがいいんでしょうー？」


    「ニッコリ」


    「はい？」


    「だから〝ニッコリ〟」


    「ああ。はい。わかりましたニッコリー」


    「ああそういえば。関係ないですけど。うちのクラスに『～さね』って言う名物女子が──」


    「訊きいてねえよ。──こんど連れてこいその愉ゆ快かいなやつ」


    「自分一人だけ普通にしゃべってずるいニャー！　言いだしっぺのくせにいけないニャー！」


    「だんだんカオスになってきたね」


    　紫し音おんさんがひとり、余よ裕ゆうの顔をして笑っている。


    「シイはあれな。〝ガッテン〟な」


    「うん？　これでいいのかなガッテン？」


    「しおんさんの場合、〝ばけらった〟も似に合あうと僕おもうんですけど」


    「いやいやいや。遠えん慮りよするよガッテン。これでもう充分だよガッテン」


    　部室はますますカオスになってゆく。


    「がるる。」


    　綺き羅ら々らさんが鳴いた。なにか大型肉にく食しよく獣じゆうの鳴き声のような、低い声で。


    　一人残っていた綺羅々さんが、肉を手て放ばなして、とことことやってきた。


    「それはいいのかどうなのか。チュー」


    「きらら。とくしゅごび？　これ。がるる。」


    「かわいいですニッコリー」


    「まーいーか。チュー」


    「なにがなんだかもうわけわかんないですね」


    　京きよう夜やは目の端はしから、涙を拭ぬぐった。


    「キョロ」


    「はい？」


    「だーらおまえは〝キョロ〟でチュー」


    「えー？　それ語ご尾びなんですか？　なんかの鳴き声なんですか、これってキョロ？」


    「あはははは。似合いすぎでチュー」


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶは揃って仲良く特殊語尾の日だった。
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     特殊一人称
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    「そういや、うちの人たちって、みんなフツーですよね」


    　と、タマが言った。


    　今日のオピニオンリーダーは、めずらしくタマのようだった。


    「聞き捨てならんな」


    　部長がぶすっとした顔で応じる。


    「──私らのどこがフツーだってゆーんだ？」


    　話題を振ったはいいのだが、タマは部長のこだわりポイントに抵てい触しよくしてしまったようである。


    　いきなり地じ雷らいを踏み抜いてしまった。どうも部長は「フツーでない」ことに矜持プライドをお持ちのようであった。


    「こいつなんてカワイイ生き物だぞ。ばけらったって鳴くんだぞ。こいつなんて野生肉にく食しよく獣じゆうだぞ。おまえなんか頭から丸かじりだぞ。こいつなんて笑う怪かい物ぶつだぞ。なにが起きてもニコニコ笑っていやがるんだぞ」


    　紫し音おんさんと綺き羅ら々らさんと恵めぐみちゃんが、未確認生せい物ぶつ扱いされている。


    　そこにいちいちうなずきながらも、でもタマは言う。


    「一いち人にん称しようがフツーなんです」


    「む？　一人称とは？」


    「英語で言うところの〝Ｉ〟のことだね。〝私〟や〝僕〟など、自分の呼び名のことかな」


    「あーなるほど」


    　紫音さんの説明に、京きよう夜やは大きくうなずいた。


    「そういえば部長って〝私〟と〝わたし〟でしたっけ。紫音さんは〝私〟だけ。あと恵ちゃんだけが〝わたし〟オンリーで」


    「四しノの宮みや君のところは、〝僕〟とオレマンとキョロ様と、素敵な三人兄弟ですよねー」


    「いや三人はいないんだけど。セルフ兄弟もしていないんだけど」


    　恵ちゃんのなかではなんだか別人扱いになってしまっているようだ。そして兄弟？


    「真ま央おも二人いるのかい？　それは九年間気がつかなかった」


    「いねーよ」


    「キョロ君はよく観察しているね。でもいったいどういう使い分けになっているのだろうか？」


    「えーと。イントネーションを付けて、胸むねを張って言うときが〝私〟のほうで。さらりと流して言うときが〝わたし〟です。僕が思うに、部長の立場で発言するときが〝私〟になってるんじゃないでしょうか」


    「なるほど。勉強になる。──では〝わたし〟のときには？」


    「それはひとりの女の子として──って、痛いたい痛い痛いです部長！　なんで嚙かむんですか！　そこ嚙むところなんですか!?」


    「るさい。反省しろ反省っ」


    　ようやく離れていった部長は、口元を拭ぬぐいつつ、ぷいと顔を背そむけた。


    「きららは。きらら。」


    「そうなのです。トラねーさんだけ特殊一いち人にん称しようなのですよ。自分を名前で呼ぶですよ。他のみんなはフツーです。ボクっ子もいなければ〝わし〟も〝オレ〟もなしです。なんか失格です」


    「そうかキララはトラなのか」


    「やっぱりトラでしたか」


    「トラはトラでも、キバがサーベルみたいに長かったりして、レアでＵＭＡなやつだろうな」


    「そうでしょうね」


    「聞くですよ」


    「ボクはともかく、わしとかオレとか、それどうよ？　女子高生としてそれどうなん？」


    「タマのクラスにオレっ娘ならいるですよ」


    「あー。僕のクラスにはボクっ娘と〝わし〟がいますねー。新しん城じようさんと高たか坂さかさん」


    「だれだよそれ」


    「ヒカリちゃんはお友達ですー。気が合うんですー」


    「ショコたんは大班長です。美人ですが、がははって笑ったりします」


    「わけわかんねーよ」


    「だめですよ。タマたち負けてるですよ」


    「ま、負けてるのかっ。いかんな。それは」


    　部長のキーワードをタマが絶ぜつ妙みように刺激する。


    「えー。じゃあ今日は特殊一人称の日になっちゃうんですかー？」


    　特殊語ご尾びはともかく、一人称のほうはオレマンで遊ばれたトラウマが……。


    「なんだよそのイヤそうな顔は？　よしおまえは〝ボキ〟で決定な」


    「そんなのボキいやですよ～」


    「やってるし」


    「はーい。みなさんお茶でーす」


    「メグはあれだな。思いっきり蓮はすっ葉ぱなカンジでな。〝あたい〟でいこう」


    「あたいのお茶飲んでくださーい」


    「不良娘つーより、幼児だなこれは」


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶは特殊一人称の日だった。


    　タマは〝ミー〟で、紫し音おんさんは〝わっち〟だ。そして綺き羅ら々らさんは〝オラ〟となった。


    　部長は一人だけ〝朕ちん〟で。それは皇こう帝ていの一人称で。いいのとってた。ずるかった。
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     鳴海くる
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    「いっちばーん」


    　がらりと部室の戸を開く。今日は一番乗りかと思ったら、先客がいた。


    「……あれ？」


    　椅い子すに座るそのシルエットは、部員の誰だれでもなかった。


    　前髪をぱっきりピン留どめした清潔感溢あふれる女のひと。ただそこに座っているだけなのに潔けつ癖ぺきな種類の威い圧あつ感かんがある。背せ筋すじが必要以上にピンとしているからだろうか。


    「きみが噂うわさのキョロ君ね」


    「は。はい。四しノの宮みや京きよう夜や……です」


    　ついつい直立不動になってしまう。上うわ履ばきの色から上級生だとわかる。


    「ん。真ま央おから色々聞いてる」


    　了解している、とでもいうように、そのひとは目を伏せた。


    「わたし。新しん明めい路じ鳴海なるみ。真央からなにか聞いてる？」


    「えーっと。あの……」


    　〝鳴海〟というその名前には、聞き覚えがあった。部長がたまにぽろりとあたりまえのように口にして、京夜を混乱させるというか、嫉しつ妬と心しんを呼び起こしてくれるその名前だ。その意味では〝先代部長〟と同じようなものかもしれない。こちらはもう気にならなくなったんだけど。


    「きみのほうの話は、真央からしょっちゅう聞かされているんだけど」


    「あ」


    　京夜は理解した。彼女もおなじなのだ。


    　このひとが「真央」と部長を呼び捨てにしてみたり、京夜の知らない部長を知っていたりするときに京夜が感じるのと同じ種類の感情を、彼女のほうも京夜に対して覚えているわけだ。


    　さっきから感じていた居い心ごこ地ちの悪さの正しよう体たいが、ようやくわかった。


    　親しみが半分。そして敵意もちょうど半分。


    　なんで初対面の人に親しみを込めた目でにらまれなければならないのか、不思議だった。


    「なに？　いまの〝あ〟って？」


    「あー。いえ。コタツ。ありがとうございます。去年の冬は暖かかったです」


    「いえいえ。物置で眠ってたお古ですし」


    「ところであの。僕。噂になってるんですか？　どんな噂でしょう」


    「真央いわく。〝キョロは殿との方がたにあらず〟」


    「あのう。それはつまりどういった意味で？」


    「男の子臭くさくないって意味で」


    「はあ。なるほど」


    　ぜんぜんわからないし意味不明のままだが、京きよう夜やは質問を終了とした。


    　オカンと妹に揉もまれて過ごした十六年間の人生哲てつ学がくからいって、女のひとに質問して二度目の回答で納なつ得とくできなかったら、それ以上つづけることは、まったくもって意味がない。


    「ふぅん。なるほど、ねえ……」


    　彼女──鳴海なるみさんは、京夜の周囲を回りはじめる。


    　後ろで手を組み、品しな定さだめでもするような目でもって、京夜を眺ながめて歩く。


    　検けん分ぶんは一周で終わらず、きっちり二周した。京夜の正面に戻ってきて彼女は止とまった。


    「シャツの裾すそも出てないし。襟えりもヨレてない。──ハンカチは？　持ってる？」


    「え？　ああ。はい……」


    「ああ出さなくていいから」


    　なんなのだろう。なんのチェックなのだろう。──とか思っていたら、鳴海さんの手が、すっと不意を衝ついて伸びてきた。肩かた口ぐちの縫ぬい目のあたりを、つーと、なぞっていかれる。


    「うん。フケもなし」


    　指先を見つめて彼女は言う。姑しゆうとめチェック的に身だしなみを調べられている。


    「ここんとこ。ちょっとだめ」


    　ネクタイの結び目を、きゅーっと喉のど元もとまで絞しぼられる。苦しいからわざと緩ゆるめていたのだけど。


    「まあ。いいわ。──いちおう。合格。ギリギリ及第点」


    「はあ。ありがとうございます」


    　中ちゆう庸よう道どうを重んじる平和主義者として──褒ほめられたときには、とりあえず喜んでおく。部長みたいに「何様のつもりだ」とか、嚙かみついていったりしない。平和主義者はやらない。


    「第一印象って大切よね。そう思わない？」


    「はあ」


    「真ま央おから聞かされてたときには、なにこのスケコマシ、ばくはつしろとか思ったけど」


    「あー。あの呪のろいの言葉って新しん明めい路じさんでしたか」


    「鳴海でいいわよ。きみは合格。そこらのバカ男子だったら許ゆるさないしホウキでぶっ叩たたいて成せい敗ばいしてやるところだけど。でも。きみなら真央の友達として合格。だからわたしのことも下の名前で呼んでよし。──おわかり？」


    「はあ。……いえ。はい。鳴海さん」


    　彼女が部室にやってきた理由が、なんとなくわかったような気がした。


    　そのときいきなりドアが内側がわに外はずれた。どどど、と何人もがなだれをうって倒れこんでくる。


    「なにやってるんですか。みなさん」


    「やっ」


    　ＧグツＪジヨ部ぶの面めん々めんの下じきになって、部長が気まずそうに片手をあげていた。
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     ぎうにうナイトくる①
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    「今日。おともだちがここに来るんですよう」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　恵めぐみちゃんが紅茶を注つぎながら、そう言った。


    「へー」


    　カップに口を付けつつ、京きよう夜やは相づちを打った。


    　今日のこれは缶を開あけたばかりの最初の一杯。もちろんストレートでダージリンを味わう。


    「誰だれがくるの。なにしに来るの。どんなおともだち」


    　ＧグツＪジヨ部ぶにお客さんがくるのはめずらしい。部に入ってもう一年以上にもなるが、このあいだの鳴海なるみさんくらいだ。しかし恵ちゃんのお友達というと、誰だろう？　あのボクっ娘で髪が長くて天使みたいに天真爛漫な新しん城じようさんだろうか。それなら京夜もクラスメートだが……。


    「さあ……。四しノの宮みや君にお話があるって言ってましたけど」


    「え？　僕に？　……あれあれ？　来るのって、恵ちゃんの友達なんだよね？」


    「そうですよ。ほら前にいっぺん会ってますし。話にのぼったこともありますよ」


    「だれのこと？」


    「赤あか井い烈れつ斗と君です」


    「しらない。きーたことない」


    「もとはといえば、四ノ宮君が連れてこいって言ったんじゃないですかぁ。──それ話したら、赤井君、〝ああいいぜじょうとうだあぼこぼこにしてやんよ〟とか言って、喜んで遊びにくるって──」


    「ちなみに訊きくけど、それ意味わかって言ってる？」


    「赤井君、会えるの楽しみにしてましたよー」


    「部長～」


    　困った顔を、京夜は部長へと向けた。


    　部長は両手を水平に開いて、〝お手上げ〟のポーズを取っている。


    　そうなのだ。恵ちゃんの《天使アイ》は世の中の光と影のうち、光の部分しか映さない。すべてが「美び談だん」として見えてしまうのだ。どこかの誰かがケンカする剣けん幕まくで殴なぐりこんでくることが、「喜んで遊びにくる」ように見えてしまうというのが、《天使アイ》の性能だった。


    「なんでそいつ来るのっ？　なんで僕ぼこぼこにされちゃうのっ？」


    　平和主義者として暴力とかには縁がないつもりだった。中学のときにはちょっとあったけど。


    「ですからまえに、お姉ちゃんと四ノ宮君で、赤井君連れてこいって──」


    「あの時のことではなかろうか」


    　ＧグツＪジヨ部ぶの外部記憶装置。完全記憶の持ち主の紫し音おんさんが、京きよう夜やのかわりに思いだしてくれた。


    「ほら。花見の席にいた彼に関して、真ま央おとキョロ君が異様にエキサイトした時があったろう」


    「ありましたっけ？」


    「君たちが興奮していた理由は、じつは私にはまだよくわかっていないのだけど。小説は読んでいても人間心理に関しては勉強不足でね。──だけどキョロ君は言っていたよ。ＧＪ部の恐ろしさをその身に叩たたき込んでやるのだと」


    「そうでしたっけ？」


    「そう。それですそれ。〝おそろしさをそのみにたたきこんでやる〟って赤あか井い君に話したら、そしたら赤井君喜んで──」


    「喜んでない」


    　恵めぐみちゃんにぴしりと言う。無駄だけど。


    「ふむふむ。だいたい事情は飲みこめたぞ」


    　部長が腕うで組ぐみをほどいて、そう言った。


    「──つまり勇ゆう者しやが魔ま王おうを倒しに来るワケだ」


    「なんでそうなりますか」


    「だって、そだろ。その赤井君とやらは、あれだろ。例の《ぎうにうナイト》とやらだろ？　だったら魔王の手から姫ひめを奪うばい返しにくるわけだ。そしてお持ち帰りだ。お姫様抱だっこで」


    「なんか、だんだんムカついてきました」


    「そうですよセンパイその顔です。闘とう犬けんの顔ですよ！」


    「きょろ。たたかう？」


    「けどおまえ魔王ってガラじゃないな。私が魔王な。んでもっておまえは暗あん黒こく魔ま将しよう軍ぐんあたりな」


    「ふふふ。勇者め。くるならこい。不ふ敗はいを誇ほこるこのレッドローズ。百八の魔ま戦せん技ぎで出迎えてくれよう」


    「なんだそれは。マイ設定か？」


    「ええまあ。中学二年の時に。僕生まれ変わりだったんですよ。魔界最強最悪の不ふ死しなる存在」


    「レッドじゃ敵と色がカブるぞ。あと魔王も名前考えてくれよ。なんか画かく数すうの多い漢字で」


    「じゃブラックローズに改かい名めいで。あと魔王様は真しん正せい皇こう帝てい・暗あん醐ご瑠る藻も悪あってどうでしょう」


    「うおおー。強そうだ。画数多くて。血だ……血を流せ！」


    　と、ＧＪ部的に盛りあがっていたところで──。


    「たのもう！」


    　戸と口ぐちで男の子の声が響ひびいた。


    「うわわわっ……。きちゃったきちゃったきちゃいました。──ど、どうしましょう!?」


    「百八の魔戦技で出迎えるんだろ。ブラックローズ将軍」


    　部長に背中を押されて、京夜は〝来客〟と対面した。
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    　怖こわいカオをした男子が、戸を開あけ放はなって、入り口を塞ふさぐようにして立っている。


    　上うわ履ばきの色は下級生だが、恵めぐみちゃんの話では一年生を二度やっているはずで、年は京きよう夜やと同じということになる。


    　いかにも熱ねつ血けつ風ふうの雰ふん囲い気きの少年だった。悔くやしいけど、精せい悍かん、ともいえる。着ている制服は、なぜか真っ赤な詰つめ襟えりだった。うちの制服はブレザーで、いまは衣ころも替がえ後の夏服なのだけど。


    「いらっしゃいー。赤あか井い君ー」


    　コンロでお湯を沸わかす恵ちゃんが笑顔を向ける。こんなのにお茶を振る舞まう気まんまんだ。


    「いまお茶淹いれてますからー。四しノの宮みや君と〝ぼこぼこ〟で遊んでてくださいねー」


    　そしてやっぱり《天使アイ》には京夜の苦く境きようは見えていない。


    「や。おかまいなく」


    　なぜか顔を赤くして、そいつは言った。手首をぴっとカッコつけて振りぬいた。


    　その手を覆おおう本ほん革がわの指抜き手袋が、凶きよう暴ぼうに見えてしかたがない。


    「来なくていいですバカレッド。おうち帰りやがれです」


    　タマがしっしっと手で追い払う。あからさまに嫌いやな顔で舌した打うちまでしている。タマ頑張って。


    「はじめに魔ま王おうとして訊きいておく。我わが手下になるつもりはないか？　世界の半分をやるぞ」


    「だが断ことわる！」


    　意外とノリのいいやつだ。魔王ってなんですか、とか無駄に突つっこんだりしない。


    「俺は戦たたかいにきた！　おまえが悪の根源──四ノ宮京夜か！　俺と勝負しろ！　おまえに天あま使つかさんを守る資格があるのかどうか！　試ためさせてもらおう！」


    　いまのは、なんだかカチンときた。語ご尾びに「！」を付けてしゃべる鬱うつ陶とうしさもあるが。


    　なんだこいつ。ご大たい層そうなこという割りには、名みよう字じでしか呼べないんだ。恵ちゃんのこと。


    「おまえとか言われる筋すじ合あいないんだけど。あと敬語つかって欲しいな。オレと恵ってさ。上級生でキミの一コ上なんだぜ？」


    「オレマン無む双そうキター！　呼び捨てキター！」


    　魔王様がよろこんでいる。


    「勝負しろ！　男と男の勝負だ！」


    「いいぜ。やってやるよ。──私は、どんな勝負でも受けてさしあげますよ」


    「第三段階キター！　キョロ様キター！」


    「勝負の方法は──！　これだーっ！」


    　いっぺん廊ろう下かへと走り出して──。ガチャガチャと運びこんできたのは、牛乳瓶びんが何十本も入ったプラスチックのコンテナだ。


    「は？　なに？　牛乳でなにやるの──いえ。なにをしようというのでしょう」


    「変身時間オワター！　キョロ様さようなら！」


    「これは天あま使つかさんを〝ぎうにう〟から守るための聖せいなる戦たたかいだ！　どちらが《ぎうにうナイト》にふさわしいか！　他でどうして決められる！」


    「あれ？　そうなの？」


    　だったらパスだった。だってうちのガッコ。給食ないし。ぎうにう出ないし。


    　戦う理由がなくなっても、これだけ燃えあがった皆のＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいが鎮ちん火かされるはずもなく──。


    　机を二つ並べて、その上にぎうにう瓶びんをずらりと並べて、早飲み対決の準備は整った。


    「両者。準備はいーか？」


    　ボクシングで使う本物のゴングが用意される。あれはきっとＧＪ部の備び品ひんに違いない。


    　カーン、という音とともに、戦いのゴングが──文字通りかき鳴らされた！


    　京きよう夜やは一本、二本と、一定のペースで飲んでいった。


    　ちらりと隣となりを見ると、向こうはすでに五、六本を空あき瓶へと変えている。熱ねつ血けつな飲みっぷりだ。


    　これ負けてもいいのでは？　まあ負けるにしても、限界まで戦ってから潔いさぎよく負けよう。勝負の最中に早くも負けかたを考えてしまう。そんな平和主義者で敗はい北ぼく主義者な自分ちょっと嫌いやだ。


    　バカでもまっすぐな敵アイツのことを、ちょっぴりと──ほんのちょっぴりだけ、認めてしまう。


    「ブバアァァァ──ッ！」


    　認めた瞬間、隣で白い噴ふん水すいがあがった。認めたアイツが限界を迎えてリバースしていた。


    「えっ？　えええええ……っ？」


    　予想外の早すぎる展開に、京夜はただ、びっくりするばかりだ。


    　空き瓶の本数を数えてみると、七本、八本……そして九本目で終わっている。


    「あれ？」


    　京夜はゆっくり自分のペースを守って飲んでいった。まず十本を超こえて勝利を確定。十数本目あたりからは、さすがに苦しくなってきたが──リバース前に余よ裕ゆうを残して自分で終えた。


    　記録は十五本。


    「お！　覚えてろよ！　俺は諦あきらめない！　再び貴き様さまに挑ちよう戦せんする！　──バイト代を貯ためて！」


    「ぎうにう。自じ腹ばらだったんですかね」


    「また来んのかよ？　来なくていーよもうべつに。あー、しょっぱ」


    「そうですね。あれだけ大おお口ぐち叩たたいたんだからせめて二ふた桁けたは行ってほしかったですよ」


    「二桁、つまり十本というのは二リットルだね。それは常じよう人じんにはちょっと無理ではないかな」


    「そうですか？　ふつう飲めません？　あれー？　僕、どこかで鍛きたえられたのかなぁ？」


    「あれ赤あか井い君帰っちゃったんですか？　お茶淹いれたのに……。どうしましょう？　これ？」


    「あー。それ飲むよ僕」


    　恵ちゃんから二杯分のお茶を受け取りつつ、あー、これで鍛えられたのか、と京夜は思った。
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     ガマン大会
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    「暑いな」


    「そうですね」


    「いい日ひ和よりだな。ぴったりだな」


    「そうですね。……って、え？　なににぴったりなんですか？」


    　読んでいた小説に栞しおりをはさんで、京きよう夜やは顔をあげた。脊せき髄ずい反射で相づちを打っていていい話題ではないと、これまでの経験によって培つちかわれた本能が、警けい鐘しようを鳴らしている。


    「おまえ。話きーてないで、よく相づち打てるよな」


    「聞いてないで打つから、相づちっていうんですよ」


    「前にやるっていったろ。暑くなったら。ガマン大会を開かい催さいすると」


    「やめましょうよこんな暑い日に。──ていうか、そもそもガマン大会ってなんなんですか？」


    「我が慢まん大会というのは日本の伝統的な競技だね。たとえば一般的な例でいえば、真夏に部屋を閉しめ切ってストーブをいくつも並べて全ぜん開かいにする。防ぼう寒かん具ぐを何十にも重ね着してダルマのように膨ふくれあがってコタツに入る。さらに熱々の煮込みうどんを食しよくし、沸ふつ騰とうしたお茶を飲いん用ようする」


    「ぎゃっ」


    　怯おびえるを通り越して悲鳴が出た。アンビリーバボー。


    「──やめましょう！　部長！　ヤバいですって。熱中症で死人が出ますって。絶対ですよ」


    「やるといったらやるぞ。これは部活動だ！」


    「あ。ならタマ退部するです」


    　タマがゲーム機の画面を注ちゆう視ししたまま、あっさりと言う。


    「え？　ええ～っ……、や、やめちゃうの？」


    　部長が急に弱よわ気きモードになった。幼よう女じよの顔でタマを見る。


    「きらら。あついの。たいへん。」


    「わたしも……。そのお。ちょっと」


    　暑さに弱い綺き羅ら々らさんが言う。恵めぐみちゃんも小さく手を挙あげる。


    「な、なんだよてめーらこの裏切り者。おまえのＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいはその程度かよっ。とっ──！　とにかくやるといったらやる！　やりたくないやつは退部でもなんでもすりゃいいんだ！」


    　皆で反対したのがいけなかったか。部長はムキになってしまった。


    「恵君はすでに気づいているようだけど。──真ま央お。考えてもみたまえ。我慢大会を開催するのはいいが、その後はどうするべきか。我われ々われは文化部であるから、当然シャワールームを使用する権限は持っていないわけだが……？」


    「あー……」


    　部長がなにかに気づいたカオになった。


    「──やっぱ。ナシな」


    　あっさりと──まったくあっさりと、部長は前ぜん言げんを撤てつ回かいした。


    　かわりに「死人のでないガマン大会」が開かい催さいされることとなった。


    　テーブルの上にずらりとアイスが並ぶ。カップアイスは金のスプーンを添そえていかにも美お味いしげに。棒付きアイスは棒のところを、華か道どう部ぶから借りてきた剣けん山ざんにぶっ刺して、上を向いて雄お々おしく直立させる。チューブ入りアイスは結けつ露ろがキラキラと輝かがやくように光の方向を考える。


    「う、……うまそうだな」


    「すずしそうですー。甘そうですー」


    「私は最近バニラアイスを攻こう略りやくしていてね」


    「きらら。がりがりくん。あてるの。じょうず。」


    「ああっホームランがっ、とけるとけてるですよっ。なんでこれ食べちゃダメなんですかー！」


    「これがガマン大会だからだ。食べてもいいんだぜ、タマ？　だけどお前が最下位決定なー」


    「やってやるですよー！　タマの本気をみるですよ！」


    　安全で死人のでない我が慢まん大会のルールはこうだ。皆で好きなアイスを買う。真夏の西日の差すテーブルの上にアイスを置く。もちろんすぐに溶とけはじめるが、どれだけガマンできるか？


    「ああ～っ、甘そうです～」


    　恵めぐみちゃんがふらふら～っと、チューチューアイスに引き寄せられてゆく。はい。最下位決定。


    　ぽきっと折って、二つに分けた「はんぶん」を、恵ちゃんは姉へと差しだした。


    「はい。お姉ちゃん」


    「バカ！　キサマ姉を堕だ落らくさせる気か！　おまえという妹はいつもそうやってはんぶんこと！」


    　部長が凄すごい剣けん幕まくで怒っているその脇わきでは、キララさんが物静かに、ぼりぼりと奥歯で氷ひよう菓かを嚙かみ砕くだいている。はい。脱だつ落らく者。現在二名。


    「そろそろ頃合かな」


    　紫し音おんさんがカップアイスに手を伸ばした。


    「私の研究によれば、バニラアイスの食しよくすべき最適なタイミングは、この半分ほど融ゆう解かいした、まさにこのタイミングなんだ。もう学会にも発表済みだ。……ううん。デリーシャス」


    　紫音さんは微ほほ笑えみとともに四番手に甘んじた。試合に負けて勝負に勝つ。だが悠ゆう然ぜんそのもの。


    　中ちゆう庸よう道どうの達人として、京きよう夜やもそろそろ負けるべきタイミングだった。ここで負ければ三番手。上からも下からもちょうどよい位置。


    「これって無む果か汁じゆうなのはわかってるんですけど。なんだか嬉うれしいんですよね」


    　メロンの器うつわに入ったメロンシャーベットを、しゃりしゃりと削けずって、一層ずつ賞しよう味みしてゆく。


    　タマと部長は最後まで競きそいあって、張りあっていた。そうしてチビっちゃくなったアイスと、棒だけになってしまった物体とを手にして、半泣きになっていた。
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     エコ
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    　その日の気温は三十四度を記録した。


    「部長～……」


    「なんだぁ～……」


    　部室の向こう側がわとこっち側とで、間ま延のびした声がやりとりされる。


    　暑さでゆだる部室の中。皆はばらばらにポジションを取っていた。とても椅い子すなんかに座っていられない。綺き羅ら々らさんを見習って、部室のあちこちで少しでも涼すずしい床ゆかを探さがした。冬は冷たい木の床が、ほっぺにひんやりと涼しかった。


    「せんぷうき～……、つけましょうよ～」


    　去年の夏はまだましだった。「暑さを堪たん能のうするのだ！」という部長の仰おおせに従っていたが、それでも扇風機はぶんぶんと頑張ってくれていた。生なまぬるい風をかき回していただけだったが、そんなんでも効果はあったのだと、完全無風状態のいまになって、そう思う。


    「だめだ～」


    「なんでだめなんですか～」


    「節せつ電でんだ～」


    「せんぷうきつけたくらいで、そんな電気なんてかわんないですよ～」


    「でもだめだ～」


    「クーラーぶんどってきてくださいなんてもう言いませんから～……、扇風機くらいつけましょうよ～」


    「だめだ～」


    「だからなんでですか～」


    「部活動だと思え～」


    「思えってなんなんですか～。部活動なんですか、違うんですか。部活動じゃないんなら、ガマンしないで涼みましょうよ～。ガマン大会はこのあいだのだけで充分ですよ～」


    「センパイたち～。うるさいですよ～。ウザ暑くなるから黙りやがれですよ～」


    「四しの五ごの言うな～。気合だ～。気合がはいっとらんぞ～。心しん頭とうを滅めつ却きやくすれば夏もまた涼しだ。シイを見ろ。見習え。この暑さのなかでまったくフツーだ！」


    「体質なのかな。すまないね。体温の低い冷れい血けつ女おんなで」


    　クールな声で紫し音おんさんが言う。長い黒くろ髪かみには乱れひとつない。


    　いつものようにパソコンに向かった紫音さんは、マウスをこちこちやって、海の向こうの世界統一王者World Union Championさんをやっつけている。


    「キララ。おまえ生きてっか～？」


    「………」


    　へんじがない。ただのしかばねのようだ。


    「恵めぐみちゃんはどうです～？　生きてます～？」


    「だめ。だめですよ。半径五メートル以内は立ち入り禁止ですからっ」


    　部屋の片かた隅すみで女の子座りしていた恵ちゃんが、慌あわてて言ってくる。ぱたぱたとスカートを扇あおいでいた音が、観測している間だけ、止とまっている。


    「だめだ。も～がまんならん」


    　床ゆかの上で動かない死体をやっていた部長が、ゆらりと立ちあがった。冷蔵庫のほうにふらふらとゾンビの足取りで向かってゆく。


    「あっれー!?　氷できてない！　てゆうか止まってる！　だれだ！　だれだ抜いたの！」


    　部長がコードの先のコンセントをぶんぶんと振り回す。


    「節せつ電でんですよ。エコですよ。その冷蔵庫、超旧式なんですから。電気たくさん使うんですから。動かしといたらぜんぜんエコじゃないですよ。東電に協力しましょうよ」


    「おのれキョロのくせにナマイキだ！」


    「だいたいズルいんですよ部長。毎年自分だけ氷ひとりじめして」


    「るさい！　部長特権だ！　あ……。動いたらまた汗あせが……」


    「暑いようなら、やはり冷蔵庫は止めておいたほうがいいんじゃないかな。冷蔵庫の動作原理はヒートポンプにあるからね。熱を外部に排はい出しゆつすることで庫こ内ないを冷やす仕組みなんだ。したがって冷蔵庫が部屋のなかに置いてある場合、その動作に伴ともない、室温は上昇する理り屈くつとなるね」


    　暑さと無縁の紫音さんが他ひ人と事ごとのように言う。


    「だから扇風機つけましょうよ～」


    「そういや〝うちわ〟ってあるっけな。和のココロだな」


    「ありますけどいまは扇風機を～」


    「エコエコ言うなら、扇風機よか、うちわのが、もっとエコだわな」


    「言ってるの部長ですよ～」


    　ぐでっと伸びていると、うちわがぽいっと飛んできた。部室の隅の物置からは、どんなものでも出てくる。


    「扇げ」


    「いいですけど。交代ですよ～？」


    「ああうん。モチロンだとも」


    「ほんとにほんとにほんとですよ？　あとで交代で平等で均等ですよ～？」


    　女の子にあるまじき格好で大の字に横たわる部長を、京きよう夜やはぱたぱたと扇いだ。


    　やっぱりというか当然というか予想通りというか。京夜のターンはやってこなかった。部長は交代してはくれなかった。その日はずっと扇がされつづけた。
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     気体とそれに伴う疑惑
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    「おまえ。へーしたろ」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部長がいきなり、穏おだやかならざることを言いだした。


    「僕じゃないですよ」


    　京きよう夜やはそう言った。


    「犯人はたいていそう言うわな。うんうん。わかるわかる」


    　部長は納得した。そして読んでいた小説に戻っていった。


    「勝手にわからないでくださいよ」


    　平和的敗はい北ぼく主義者とはいえ、戦たたかうべきときがある。たとえばいまがその時。


    　しかし部長は読んでいる小説から顔をあげない。すっかり終わった話題という顔だ。


    「わたしの風上にいるのはオマエだ。そしてオマエは質問を否定した。──以上。証明終了。Ｑ．Ｅ．Ｄ．」


    　ちなみに今日の部長の本は、男の子向けのライトノベルではなくて、クラスの友達から借りてきた女の子向けの恋愛小説。「ちゅー」とかのない安全物だと言げん質ちはもちろん取っている。


    「ちゃんと聞いてくださいよ部長。僕じゃないですからね」


    　読んでいた本を取りあげて、京夜はそう主張した。


    「あーっ、てめ！　返せこの！　いいところなのにっ！」


    　本を頭ず上じようにかざして、部長から遠ざける。部長は背の高さでは京夜に決してかなわない。


    「かえせー。かえせよう！」


    　おもしろいのでもうちょっとやっていたかったが、嚙かみつかれてしまう前に──。そして部長が半泣きになってしまう前に──。本は返した。


    　そして部長に言う。


    「やった本人がわざと自分から言いだして、人になすりつけようとするのって、よくある手ですよね」


    「なんだ。おまえ。わたしがへーこいたとでも言うつもりか？」


    　部長は受けて立つとでもいうように、京夜の正面に立った。


    　腰こしに手をあて、下から見上げる目線でもって、京夜のことを見下ろしてくる。


    「ばかめ。わたしがへなどこくはずなかろ。び、美少女はへーなどこかんのだ！」


    「いま微び妙みようにつっかえましたね」


    「び──美少女はっ！　しないのだっ！」


    「ほらまたつっかえました」


    「キョロのくせにー！」


    　がじがじと嚙かまれた。そろそろくるだろうと思っていたから、腕うでをまくっておいた。差しだしておいた。


    「第一発見者が犯人であるというケースが、実際の捜そう査さではよくあるそうだね。第一発見者を疑うたがえというのは、捜査の鉄てつ則そくになっているらしいのだけど。でも犯人側がわの心理においては、第一発見者であれば疑われないだろうと思ってしまうものなのかな？」


    　紫し音おんさんが、文庫本を片手にそう言ってくる。タイムリーなことに、読んでいるのはミステリー小説だった。


    「──とか。そんなふーに他ひ人と事ごとみたいに言ってきてるシイかもしんねーよな。あんな澄すました顔して、すかしっぺこいてるかもしんねーわな」


    「んなっ──」


    　紫音さんが顔色を変えた。参戦してきたら自分に飛び火するとか、思わなかったらしい。


    「私じゃない。本当だ。本当なんだ。──し、信じてくれ！」


    　紫音さんは慌あわてている。なんだか必要以上に慌てているような気も……？


    「そ、そうだ。誰だれが真犯人か突つきとめれば疑ぎ惑わくも晴れよう。私にはそれが可能だ。この私の完全なる記憶力をもってすれば、通常時との反はん応のうの違いをもって、誰が噓うそをついているのか見破ることは充分に可能と思われる」


    「人間ウソ発見器ってか？　ダメじゃん。おまえ自身がウソついてたら意味ねーじゃん」


    「あくまでも私を疑うのか！」


    　九年来の親友同士の友情も、屁へ一発でガタガタだった。


    　しかし部長。女の子が〝へ〟とか言わないでほしい。


    「あ。そうだ。キララだったら嗅きゆう覚かくで真犯人がわかるんじゃないでしょうか」


    　綺き羅ら々らさんは、目をぱちくりさせたあと、お肉を置いてソファーから立ちあがった。


    　とことこと歩いてきて、そして京きよう夜やの頭に──。


    「いだだだだだーっ！」


    　がぶりと嚙みついてきた。部長でもやらない頭ず蓋がい骨こつ丸かじりだ。


    「だめ。」


    「なんですかなんなんですか。はっ──!?　まさか犯人はキララ──いだだだだだっ！」


    「ちがう。」


    　部室は大混乱だった。恵ちゃんとタマまで参戦して、ニコニコニャーニャーと大騒ぎになった。誰もが自分ではないと主張して──。嚙みつき技わざが飛び交かって──。


    　あとになって判明した〝真相〟であるが。


    　犯人は子こ猫ねこであった。綺羅々さんの友達の子猫が部室に遊びにきていて、そして隅すみっこのほうで粗相ウンチをしてしまっていた。
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     料理の腕前
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    　夏休みもだんだん近づいてきた、とある暑い一日──。


    「ねえ部長。今年の夏休みも合宿ってやるんでしょうか」


    　扇風機が三十秒に一回、生なまぬるい風を運んでくるなか、京きよう夜やは部長にそう訊きいた。


    　部長はニーソックスを脱ぬいだ素す足あしを、テーブルの上でぴょこぴょこ遊ばせていた。フルオープンしたスカートに風をはらんで、おもに下半身から涼すずんでいる。タマが真ま似ねないか心配だ。


    「やるぞ。当然だな。タマをあそこに連れていかなきゃならんだろ。驚く顔を見物してやんねーとな。きしししし」


    　部長は脚あしをばたばたと暴あばれさせる。白い太ふと腿ももから視線を背そむけて、京夜は話をつづけた。


    「驚くっていうより、呆あきれると思います。あの場所は。──ああそうだ。霞かすみたちも呼んでもいいですか？　呼ばないと恨うらまれそうです」


    「べつにかまわんが」


    「じゃあ二日目あたりから。昼間だけ参加ってことでいいでしょうか」


    「そだな」


    　部長の了解を得えて、その件けんは片付いた。そこで優先度の低いもう一つの件が持ちあがる。


    「ところでご飯なんですけど。今回は、三度三度テンヤものっていうの、よしましょうよ～。あれきっついですよ～」


    「テンヤモノ？　なにそれ？」


    「あれ？　そう言いません？　ひょっとしてうちローカルですか？　オカンが夕飯サボるときにそう言って電話して取ったりするんですけど」


    「ああデリバリーのことか。日本語を話せ日本語を」


    「テンヤモノとは店てん屋や物もののことだね。真ま央お。これは日本語だよ。むしろデリバリーのほうが英語といえるだろうね」


    「シイはそうやってキョロの味方やってればいいんだ。──ふーんっ、だっ」


    　部長はべろべろー、と舌したを出した。


    「──けど。デリバリーじゃなかったら、誰だれがメシ作んだよ？」


    「え？　だってそれは」


    　意外な言葉に、京夜はぽかんとした。


    　うちのＧグツＪジヨ部ぶは、女子が五人に、男子が一名。女子が五名もいるわけだから……。


    　じいっと、部長を見つめる。


    「はあ？　なにその視線？　なに私に期待シてんの？　シちゃってんの？　言っとくけどな。私はそーゆーのアレだぞ。カッコいー女ってのはな。一つくらい欠けてたほうが愛あい嬌きようがあるんだ」


    「ええ。はい。わかりました。なにも期待しません」


    　と、つぎに京きよう夜やは視線を紫し音おんさん──。


    「わ。わ。私はそのっ──そういう方面は苦にが手てとしていて。すまない。料理の才能に関しては二にー兄にィが一族の資し質しつのすべてを持っていってしまっていて物理法則としてそれは無理で……」


    　──をスルーして、恵めぐみちゃんに向ける。


    「えっ？　わたしですか？」


    　恵ちゃんは自分を指差して、きょとんとした顔でいる。


    「わたし、お料理なんて、できませんよう」


    「えっ？」


    　こんどは京夜がきょとんとする番だった。


    「でも恵ちゃん、毎日毎日、お菓か子したくさん作っていて──。タマにだってケーキを──」


    「四しノの宮みや君、やですよー、もー。料理とお菓子はちがうものですよー」


    　なるほど。了解。理解した。──恵ちゃんにも、もう期待しない。


    「そういうおまえはどーなんだ？　女だから料理できるとかって、それ偏へん見けんだろ。差別だろ」


    「ばけらった」


    　部長が言ってそこに紫音さんが鳴き声で同意をしめす。


    「えーと。インスタントラーメンくらいでしたら、なんとかー……」


    「ばけらった？　インスタント……ラーメン？」


    「ああ。鍋なべで煮にるカップ麺めんのことです。紫音さんが学会に報告した新種のあれです」


    「素晴らしい！　ぜひ三度三度それで頼む！」


    　紫音さんが飛びついてきた。手を摑つかまれて上下にぶんぶんと振りたくられる。


    　その紫音さんの手を、冷たくぽいっと脇わきに投げ捨てる。


    「テンヤもののが、まだマシですって」


    「じる。にわとり。しめるの。じょーず。……よぶ？」


    「え？」


    「きららは。ぶた。かいたい。とくい。……やる？」


    「え……。えーと。ひどくワイルドな料理になりそうですね」


    　綺き羅ら々らさんが料理得意なのはわかった。でもちょっと豪快すぎるかもー。


    「じゃあタマが作るですか？　ごはん」


    「え？　タマできるの？」


    「ジージとパーパが神しん事じで出かけるときには、弟と妹と弟と妹とにエサやってるのタマですよ」


    「うおオマエ長女だったのかよ！　一人っ子もしくは末っ子のキャラだろ！　オマエは！」


    「まーちゃんに言われたかないですよ」


    　タマの意外な特技のおかげで、合宿時における食糧問題は解決するようだった。
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     おうちのしごと
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    「おまえんち。なにやってるうち？」


    　いつもの放課後。いつもの部室。部長が、ふと思いついたように、ぽつんと言った。


    「ごく普通のサラリーマンですよ」


    　家のこととか、そういやあんまり話したことないなぁ、とか思いつつ、京きよう夜やは答えた。


    「ふうん」


    　部長は膝ひざを抱かかえこんで丸くなった。椅い子すの上でなかば寝ね転ころがるような姿勢で、ポッキーをかりこりと短くしてゆく。


    「部長のところっていうか、天あま使つか家は、なにやっているおうちなんでしょう？」


    　じつはこれ。前々から訊きいてみたいことだった。執しつ事じさんだかメイドさんだか侍じ従じゆうさんだかのいるおうちが、いったいなにをやっているおうちなのか……。前々から興味があった。


    「うーん……？」


    　ポッキーの先を天てん井じように向け、膝を胸むねに引き寄せ、部長は深ふか々ぶかと考えはじめる。


    「……うーん？　……うーん？」


    　そして延えん々えんと悩みつづけた。


    「ひょっとして……、知らないんですか？」


    「いいや知ってるぞ。もちろんわかるぞ。知らないはずがないだろ。うん」


    　質問をどのように穏おん便びんに引っ込めようかと、京夜が考えはじめたところで──。


    「そうか！　わかったぞ！」


    　部長が、かっと天井に向けて目を見み開ひらいた。


    「森もりさんが株かぶやってるぞ。たまに家事の合間にカッチョエー携帯出して売り買い注文出してる」


    「それは森さんの趣味もしくは副ふく業ぎようでしょう。天使家のおうちの仕事とちがうと思います。メイドさんが株で養やしなっているおうちがあったらビックリです」


    「そっかぁ」


    「あとカッチョエー携帯というのはスマートフォンっていうんだと思います」


    「そうなんだ。おまえスゴいな。知ってるな」


    「いやー。それほどでもー」


    　この場を穏便に収おさめることに、京夜は成功した。平和主義者としてのレベルがあがった。


    「紫し音おんさんのおうちは、なにやっているおうちなんでしょう？」


    　質問をこんどは紫音さんに向ける。部長にはじまり、紫音さん、恵めぐみちゃん、綺き羅ら々らさん──と繫つないでゆくのが、このＧグツＪジヨ部ぶ伝統の流れである。


    「うちはほら、兄兄ニーニーズたちが、なにかしら手に職を持っているから……。お金とかは、何となく入ってきてしまうものなんだ」


    　コーヒーカップを優ゆう雅がに傾かたむけつつ、紫し音おんさんが答える。


    「はあ。なんとなくですか」


    　スケールの大きさにため息が漏もれる。


    　京きよう夜やのため息を違うふうに受け取ったか、紫音さんが表情を硬かたくしてカップを置いた。


    「む。私にだって生活力はあるぞ。いざとなれば、そう──たとえばチェスのトーナメントにでも出場して賞金を──」


    「やめときましょう。全世界の棋き士しが絶望します」


    　紫音さんは毎日の日課として、世界統一王者World Union Championさんに稽けい古こをつけてあげている。その相手がまさか本当に世界王者だとは思っていないが、しかしプロのチェス棋士あたりではないかと、最近はそう思うようにはなってきている。ゲームの天才である紫音さんの実力は、片手間でやっていても、プロが裸足はだしで逃げ出すほどなわけだ。──少なくとも。


    「……リーマン問題の解答を提出するのはどうだろう。あれには賞金が掛かっているから……」


    　紫音さんはぶつぶつとつぶやき、金きん策さくを思案中だった。働くという選せん択たく肢しがないのが残念だ。


    「タマのおうちはですねー」


    「キララのところはなんですか？」


    　割りこんできたタマをひょいとかわして、ソファーの綺き羅ら々らさんに質問する。


    　紫音さんのつぎは恵めぐみちゃん。その次は綺羅々さん。そう決まっている。


    「だでぃは。がくしゃ？」


    「なんの学者さんなんですか？」


    「せいぶつとか。みんぞくがく？」


    「へー」


    　ようやくまともな回答が返ってきて、京夜が感心していると──。


    「聞きやがれですよ！　タマだけ仲間はずれは──いくないですよ！」


    　タマがエキサイトしていた。ＧグツＪジヨ部ぶ伝統の流れのなかに、タマの順番はないのだけど。


    「タマのおうちはなんなの？」


    　京夜が訊きいてやると、タマは──ぱあっと顔を明るくした。胸を張って答えてくる。


    「神社やってるです。迦か楼る羅ら家は代々宮ぐう司じの家系なのです」


    「えええええっ！」


    　全員で驚いた。ぎょっとした。


    「なんですかなんなんですか。そこ驚くところですか。タマが巫み女こさんしてたら変ですか」


    「ええええええ───っ！」


    　皆で驚きよう愕がくした。目を剝むいて驚いた。本日最大級だ。「えええええ」以外の言葉は何もでない。


    　本日の部活動。タマの勝ち。
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     眼鏡モエ
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　丸テーブルの自分の席で、京きよう夜やはマンガ雑誌を開いていた。といっても手にあるのは先週の雑誌。ただ開いているだけで、べつに読んでいるわけではない。


    　隣となりの席にいるのは、紫し音おんさん。片手で文庫本を開いて、文ぶん面めんを目で追っている。読書の時にはいつもそうするように、彼女は今日も眼鏡めがねを掛けている。その眼鏡っ娘この紫音さんを、京夜は横目で、ちらりちらりと覗のぞき見ていた。


    「なにかな？」


    　いつから視線に気づいていたのだろう。本に目を落としたままの紫音さんが、そう言った。


    「いえあの。べつにたいしたことではないんですけど──」


    　京夜は素直に白状することにした。


    　なにが気になっていたのか、じつはしばらく前から、自分でも気がついていたのだ。


    「──紫音さんって。眼鏡をしてるとなんだか可愛かわいくなりません？」


    「んなっ──！　──なっ！　なっ、なぁっ！　──な、なにをいきなり言い出すのかなキミは。まだこんなにも日が高いのに」


    「日の高さは関係ないと思いますが」


    「あーセンパイもそー思うですか！　タマもそー思うですよ！　モエモエですよ」


    　雑誌とお菓か子しを放りだして、タマも話題に参さん入にゆうしてくる。


    「いやモエモエとかいうのともちょっと違うんだけど」


    「と、とにかく──。そ、そういった言葉は恵めぐみ君やタマに対して用いる種類の言葉であり、私に使うのは言葉の使用法としても不適切ではなかろうか。だいたい年上として遺い憾かんすぎる。キミはまた我われ々われの説教を一周受けたいのかね」


    「私はどーなん？」


    　なんの脈みやく絡らくもなく部長が話題に飛びこんでくる。


    「だから部長は可愛いとかモエとかいうより、〝カッコイイ〟ですってば」


    「そか。私はカッコイーのか。そか」


    　満足したように、部長はマンガ雑誌へと戻っていった。


    「これはべつに強制ではないのだけど聞いてはくれないか。断だん固こ。訂てい正せいを要求する」


    「えーと、カワイイじゃないとしたら……。えーと。なんていったらいいんでしょう？」


    　自分の感覚をうまく表現できない。すぐに言葉が出てくる人はスゴイと思う。


    「あ。そうだ。じゃあ美人に見えるっていうのはどうですか？」


    「なっ、なっ、なっ、んなっ──」


    「だめですかこれも。んー……。眼鏡めがね掛けてると、なんだかいつもと違って見えるんですよね」


    　京きよう夜やは後ろ頭を搔かいた。


    「き……、キミはあれかな。そういうことを普段から言っていたりするのかな。感かん心しんしないな」


    　紫し音おんさんが眼鏡を外はずして机に置いた。強い目を京夜に向けてくる。


    　やっぱり眼鏡取ると違って見える。


    「誰だれにでも囁ささやくのか。うんだめだ。誠実でない。まったく感心しない」


    「はあ。なんだかすいません」


    　なにかにこだわっている紫音さんに対して、とりあえず謝あやまっておく。それはそれとして、当初の疑問のほうが、いっこうに解決しない。なぜ眼鏡を掛けると普段と違って見えるのだろう？


    「わたしも美人に見えますかー？」


    　置いてあった紫音さんの眼鏡を、恵めぐみちゃんが顔に掛けて、そう言った。


    「あー。みえるみえる」


    「私もか？」


    　こんどは部長が眼鏡っ娘こになった。


    「あー。みえますみえます」


    「言うな。こいつ。誰に対しても」


    　部長がにまにまと笑っている。紫音さんは、ぷいっと顔を背そむけた。


    「キョロ。おまえもかけてみそ」


    「はい……。どうでしょう？」


    「おお。おまえも美人だなっ」


    「あはははは。男の子は美人って言いませんよー」


    　綺き羅ら々らさんとタマも美人化してしまう。全員を一いち巡じゆんしたところで、京夜は首を傾かしげた。


    「でもなんでなんでしょう？」


    「それは凸とつレンズのせいではないかな」


    　返ってきた眼鏡を手に持って、紫音さんがタネ明かしをしてくれる。


    「──凸レンズというのは虫眼鏡と同じわけだから。つまり遠視用眼鏡をかけていると、目が大きく見える効果があるわけだ。またおよそすべての動物の幼よう生せいにおいて、目の比率は成せい体たいよりも大きなものとなっている。化粧メイク法でも、目を大きく見せることは基本となっている。つまり目が大きい、イコール、かわいい、と、キミが言いたかったのはそこではなかろうか」


    「ああ！　それですよそれ！」


    　京夜は納なつ得とくした。さすが天才の紫音さん。京夜の言いたかったことをずばり解明してくれた。


    「激しく遺い憾かんだ」


    　疑問が解決して、すっきりと大満足の京夜と違って──。


    　紫音さんは、なんだか不満そうだった。
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     選ばれし者のカード終了
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　京きよう夜やはいつもよりすこし早く部室にいた。誰だれもいない部室でノートを広げて、宿題に取りかかっていると──。


    　がらりと戸が開あいて、紫し音おんさんが入ってきた。


    　その顔がなんだか暗い。


    　彼女からの言葉を待って、京夜がじっと待っていると──。


    「私は資格を失うしなってしまった」


    　紫音さんは、ぽつんと寂さびしげにそう言った。


    「え？　なんの資格ですか？」


    「ほら。あれ。このくらいのサイズの──」


    　と、手の親指と人差し指とで、長方形を形かたち作づくる。カードサイズの長方形を見せられても、京夜がぽかんとしていると、紫音さんはポケットからごそごそと実じつ物ぶつを取りだしてきた。


    「ほらこれ。電車に乗るために必要な──」


    「ああ。カードですね」


    　実物を見せられて、ようやく話が通じた。一か月すこし前だったか。ＧグツＪジヨ部ぶの〝部活動〟で満員電車に乗りに行った日があった。そこではじめて紫音さんはカードを手にしたわけだった。


    「私は資格を失ってしまったようなんだ」


    「そんな大げさな」


    「でも改かい札さつの戸に拒きよ絶ぜつされてしまった。通してもらえなかった。皆の視線を集めてしまった」


    「ちゃんとカードかざしました？」


    「うん。するとキンコンと警けい告こく音おんが鳴って──」


    「あれれ？　なんででしょうね」


    　カードを手にした最初のチャージで、紫音さんは豪ごう気きにも万まん札さつを突つっこんでいた。一万円のチャージが、そうそう簡単になくなるはずも──。


    「私はどうして資格を失ってしまったんだろう。もう二度と私は電車に乗れないのだろうか」


    　紫音さんはがっくりと肩を落としていた。なんかズレたところで落ちこんでいる。


    「あれ？　紫音さんってそもそも電車通学でしたっけ？　──ああでも部活動で電車乗ったのが初めてでしたよね。じゃ違いますよね。そんなはずないですよね」


    「うん。違ったんだけど……」


    　そこで一瞬、紫音さんは口ごもる。


    「……でもこのあいだからは、ずっと電車で通っているんだ」


    　なにかいけないコトでも白状するかのように、紫し音おんさんはそう言った。


    　あー。なるほどー。京きよう夜やは了解した。きっと電車に乗れるのが楽しくて、毎日の登とう下げ校こうをエンジョイしているのだろう。


    「私の行おこないのなにがいけなかったのだろう。罰ばっせられた理由は？　資格を失ってしまった原因はなんだろう。もう一度資格を得えることは可能なのだろうか。どんな試練であっても私は──」


    「ちょっと黙ってください。いま計算してますんで。ええと片道百六十円で、登下校の往おう復ふくで三百二十円で、掛けることの一か月半で、およそ三十日間として……。えーと、えーと……」


    「三百二十掛ける三十なら、九千六百になるけど？」


    　ノートの端はしで筆ひつ算さんを始めていると、紫音さんがすぐに答えを出してくれた。


    「それですよ」


    　京夜はずびっと指を突つきつけた。


    「紫音さん。チャージしてないでしょう？」


    「ち、ちゃーじ……？」


    　きょとんと首を傾かしげる紫音さん──いや〝しおんさん〟に、京夜は言った。


    「あれは魔ま法ほうのカードじゃないんです。残高は湧わいて出てきません。チャージしないで使っていたら、そりゃ使えなくなりますって」


    「そ、そういうものなのか」


    　原因がわかって、紫音さんはほっと安心した顔になる。だがまだ曇くもりは晴れない。


    「まだ問題があるんだ。そ、そのちゃーじというのは、いったいどうすれば……？」


    「ええとですね。券けん売ばい機きでもって──」


    「このあいだは、その……、やってもらったから……」


    　と、意味ありげな流し目がくる。京夜は了解した。


    「はい。帰りに駅に寄りましょう。一緒にやりましょう。──ああ。なんでしたらいまから駅に行きましょう」


    　二人で部室を出て、廊ろう下かを歩きはじめる。


    「よく見る。覚える。こんどこそ大丈夫」


    　後ろからついてきながら、紫音さんは、ぶつぶつとつぶやいていた。うなずきを繰り返していたその顔が持ちあがり、京夜に向いた。


    「もうひとつお願いがあるのだけど」


    「なんでしょう」


    「このことは真ま央おには内ない緒しよに……。また〝カワイイ生き物〟だとか、不ふ名めい誉よな呼ばれかたをしてしまうので……」


    「はい。わかってます」


    　もう充分にカワイイ生き物なんだけど。今日は〝しおんさん〟をひとりじめだった。
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     男の子の役目
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    　最近、昼休みに部室でお弁当を食べる機会が増えたような気がする。


    　部室で一緒に昼ちゆう食しよくを採とる日は、べつに決まっているわけではないが、なんとなく毎週、おなじ曜日となっていた。


    「今日は紫し音おんさんいないんですね」


    　部室のなかに一人足りない。紫音さんの姿がない。


    「休みだそーだ」


    　部長が答えた。クラスは違っているはずなのに、なんでか知っている。さすが親友。


    「ねーさん夏カゼですか？　今年夏カゼはやってるそーです。杏あん子こでもひいてタマ驚きです」


    「そーゆーのでもないんだけどな」


    　部長はそれきり黙ってしまう。なんだかしんみりした空気が漂ただよう。


    「ん？　ん？　なんですか？　なんなんでしょう？」


    　京きよう夜やが訊きいても、部長は黙々と弁当と口のあいだで箸はしを往おう復ふくさせるばかりだ。


    「そのハンバーグうまそうだな。この唐から揚あげと交換せんか？　レートはイチイチで」


    「あーはい。いいですよ」


    　箸で切り分けたハンバーグを、唐揚げ一個とトレードする。


    　なんでか部長は人の食べているものを欲しがる。物ぶつ々ぶつ交換で味見をしたがる。いつもは紫音さんの重じゆう箱ばこ弁当にたかりに行っている部長だが、今日の取引相手は京夜であった。


    　部室に満みちるこの重たい空気はなんなのだろう、とか、京夜が考えていると──。


    　がらり、と入り口の戸が開かれた。


    「あれ？　紫音さん。今日はお休みだったんじゃないんですか。いま部長と話をしていて……」


    　と、そのあたりで京夜は口元に浮かべていた愛あい想そ笑いを消した。


    　戸口のところに立ちつくす紫音さんのようすに気がついたからだ。


    　なんだか張り詰つめた雰ふん囲い気きを紫音さんはその身にまとっていた。


    「……ピーちゃんが」


    　うつむいていた顔をあげ、紫音さんがようやく声を出した。短く、それだけを言ってくる。


    「ピーちゃん？」


    「ヤン・ピーテルスゾーン・スウェーリンク。……ルネサンス時代の音楽家らしいな。略してピーちゃんだ。シイの飼かってたカナリアの名前だよ」


    　部長が補ほ足そくしてくれた。だけど名前がわかっても、それの意味するところはわからない。


    「ピーちゃんが……。いなくなってしまったんだ」


    「え？　あの。それはたいへんですね。……えと。捜さがすの手伝いますよ。僕」


    「さがしてもいねーんだよ。もう死んだんだよ」


    「えっ？　えっ？　……あの？」


    　部長の顔と紫し音おんさんの顔と、京きよう夜やはあわただしく視線をさまよわせた。


    　だけどすこしだけ話が見えてきた。紫音さんが昼休みになって登とう校こうしてきたのは、飼かっていた愛鳥が死んでしまったからであり──。一日学校を休むと思われていたが、でも、紫音さんは頑張って昼になって登校してきて──。


    「私が……、物もの心ごころついたときからずっと一緒に育ってきたカナリアなんだ」


    　紫音さんが、ぽつりぽつりと話しはじめる。


    「カナリアの寿じゆ命みようは十五年程度と知っているし、生き物はいつか死んでしまうものだから、覚かく悟ごもできているつもりだったんだけど……。でも二十五年生きたという記録もあるから、私が大人おとなになるまで、もしかしたら一緒にいられるかと思っていたんだ」


    　涙をこらえて話す紫音さんを、京夜は黙って見つめていた。


    　なにも言えなかった。なにを言っても薄うすっぺらい言葉になってしまうと、そう思った。


    「最近、あまり鳴かなくて、心配していたんだけど……。昨日の夜、冷たくなっていて……」


    　紫音さんの言葉はどんどん小さくなり、しまいには吐と息いきと混まじり合って消えてしまう。


    「──自分の心がこんなに揺れるなんて、正直、自分でも驚いているんだ」


    　紫音さんは顔を上げた。京夜に言ってくる。


    「まるで普通の人みたいだ。おかしいね。私みたいな者が……、な、泣くだなんて……」


    　紫音さんの目に一ひと筋すじの涙が浮かぶ。


    「ほら。涙だ。私も泣けたんだ。驚きだ」


    　指の先についた涙を、彼女は京夜に見せてきた。寂さびしそうに笑った。


    「おかしくないですよ」


    　京夜は努つとめて優しく、そう言った。


    「悲しいときには、泣いたっていいと思います。おかしくなんてないですよ」


    「そ、そうか……。そうなのか……」


    　紫音さんの肩が震ふるえはじめる。目の前で泣きはじめた紫音さんに、京夜はうろたえて、おろおろと視線をさまよわせた。部長や恵めぐみちゃん、綺き羅ら々らさんにタマ、皆の顔がいつのまにかそこにあった。四つのうなずきに押されて、京夜は一歩、前に出た。


    「すまない。ちょっとだけ。ちょっとだけこうしていて構わないか。……本当にすまない」


    　京夜の胸むねに、紫音さんが顔を埋うめにくる。泣き顔が隠かくれる。


    「あーあ。兄兄ニーニーズにコロされっぞオマエ」


    　首の後ろで手を組んで、部長が無責任にそう言った。


    　紫音さんがいつもの紫音さんに戻るまでの三十分間──。京夜は胸を貸していた。


    　男の子の役目を全まつとうした。
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     妹のともだち
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    「お兄ちゃん。きょう、お友達くるんだから、そんなカッコでうろうろしないで」


    「え？　あー。うん。でもへんかなこれ？」


    　とある四しノの宮みや家の夏休みの一日。


    　妹の霞かすみから言われ、京きよう夜やは自分の格好を上から下まで見直した。


    　上はモスグレーのＴシャツ。下はショートのカーゴパンツ。夏休みの高校生男子の服装として、ごく普通のカッコのはずなんだけど。靴くつ下した履はいていないところがアウトなのだろうか。


    「もっと格好いいカッコして！」


    　妹君ぎみは無茶をお言いだった。


    　平和的敗はい北ぼく主義者の兄としても、なにかひとこと程度は言ってやろうと思ったところで、ピンポーンと呼び鈴が鳴り響ひびく。


    「はーい！」


    　霞はバタバタと玄関に行ってしまった。


    　すっかりタイミングを逃のがしてしまった京夜は、テーブルに残って、滴しずくの浮かんだコップを傾かたむけた。くぴくぴとやった。


    　冷やし緑りよく茶ちやがうまい。


    　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡るるるるぅ。


    「あがってあがってー。遠えん慮りよしなくていいよー。あたしとお兄ちゃんしかいまいないしー」


    　霞が友達を連れて玄関から戻ってくる。ふわふわの髪が視界の隅すみに入った。


    　やっぱり、というか、当然、というか、女の子の友達のようだ。


    「お兄ちゃんはもう知り合いだよね？　去年の大おお晦みそ日かにも会ってるし」


    「ま……。まおです。カスミちゃんからは、まーちゃんって呼ばれてますっ」


    　ぺこりと頭を下げてきたのは、なんていうか──部長だった。髪をボンボンゴムで左右に留とめて、小学生ライクに若作りして、ツインテールに決めた部長である。


    「いいいッ!?」


    　京夜は冷やし緑茶を噴ふき出しかけた。


    「まーちゃんのどかわいてない？　コーラ飲む？　あーもーお兄ちゃん！　またそんな緑茶なんて飲んで信じらんない！　ジジむさいの禁止っ！」


    　緑茶のコップが取りあげられてしまう。おいしいのに。


    　霞が冷蔵庫に向かっている間に、京夜は部長と顔を付きあわせた。


    （ぶ──部長っ!?　なにやってるんですか！　いったいっ!?）


    （みてわかんだロ？　まーちゃんやってるんだよ。それよか調子合わせろよ。バレたらおまえのせーだかんな。ぶっコロすかんな）


    （ていうかまだ誤解といてなかったんですか!?　いまだに小学三年生の設定なんですか!?）


    （こーゆーことにはタイミングがあんだよ！）


    「あれ？　お兄ちゃんって、まーちゃんと……もう仲良し？」


    　コップを二つ持った霞かすみが、怪け訝げんな顔をして立っている。部長とカオが近すぎたかもしれない。


    「いやほらあのね。天あま使つかさんのところでね──」


    「あーそっか。恵めぐみさんの妹さんだもんねー。よく会ってるんだっけ」


    　霞は納なつ得とくしてくれたようである。


    　まーちゃんは恵ちゃんの〝妹〟だという設定なのだろう。──いま知ったけど。


    「あーうん。会ってるかもしんない。ほぼ毎日なくらい」


    　テーブルの下で、どかっどかっと向こうズネが蹴けられている。


    　なんでか部長は〝実じつ年齢〟をバラされたくないようだった。


    　いったいなぜなのか、それは京きよう夜やには知る由よしもないが。


    「まーちゃん。いつも霞と遊んでくれてありがとうねー。ところできょうはなんなのかなー？」


    　京夜はにこにこと話しかけながら、子供に話しかけるようにそう言った。


    「あのね。えっとね。やくそくしてたの。カスミちゃんといっしょに、なつやすみのしくだいやろうねーって」


    　テーブルの下の足あし技わざが二倍になったものの、部長は見事に小学三年生女子を演じ抜いている。


    「あれ部長って夏休みの宿題はギリギリ派では──痛いたい痛い痛いですマジ痛い！」


    「出たっ！　まーちゃんの嚙かみワザっ！」


    　なぜだか霞が喜んでいた。手を握にぎりしめて間ま近ぢかから観察しにかかる。


    　部長の顎あごが外はずれたと思った瞬間、反対側の手が、がぶりとやられた。霞だった。


    「ほ、──ほうへ、ひい？」


    「痛い痛い痛い！　痛いってば霞！」


    「もっと強く。もっと激しく。コノヤロー！　てな感じに怒いかりを込めろ！　──ってやるといいんだと、まーちゃん思うよ」


    「ほ？　ほうっ？」


    　ガジガジ──ではなく、ギリギリと歯が食いこむ。霞はこのあいだ最後の乳にゆう歯しが生はえ替わってぜんぶ立派な永えい久きゆう歯しになっている。


    「痛い痛い痛い！　やばいやばいやばいですって！　謝あやまりますから勘かん弁べんしてくださいって！」


    「ブイっ！」


    　口元を拭ぬぐいつつ、霞が勝ち誇ほこってＶサインを出す。


    　なにに負けたのかわからないが、京夜は敗はい北ぼくした気分でいっぱいだった。


    　ま。いいけど。平和的敗北主義者だし。
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     なつやすみのしくだい
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    「なんで部長なの？」


    　十数分ぶりに、霞かすみが口を開いた。


    　クーラーの効きいた和室で、テーブルに三人でうつむいて、かりかりこりこりと、ドリルやらノートやらレポートやら、それぞれの宿題にシャープペンシルを滑すべらせているところだった。


    「え？　なにが？」


    「お兄ちゃんさっき、まーちゃんのこと、ブチョーって呼んでた。なんで部長？」


    「え？　そ、そうだったかなー……。よく覚えていないなー」


    　京きよう夜やがうろたえて、すぐに答えを出せずにいると、部長が舌した打うちとともに口を開いた。


    「あだ名」


    「そ。そそ。あだ名なんだ。ほ、ほら会社の部長みたいに仕し切きるじゃん。ま、まーちゃんって」


    「なんでお兄ちゃんも一緒になって宿題やってるの？」


    　たぶん納なつ得とくしたんだろうけど。なるほどとか、そういう合いの手のひとつもなく、霞は次の質問を繰り出してきていた。我わが妹ながらマイペースだ。そゆとこがオカンと一緒だ。


    「え？　だめだった？　一緒に宿題やってちゃ？」


    　京夜はシャープペンシルを止とめた。妹の顔色をうかがった。じーと見ていると……。


    「ぷ……。くくくくく」


    　急に部長が笑いはじめる。足をばたばた畳たたみの上で暴あばれさせて、耐えきれない、といった顔だ。


    「まーちゃん。どしたの？」


    「モエモエ」


    「あー。うん。お兄ちゃんって。そーゆーところあるよね」


    「え？　えっ？　あれ？　……な、なに？」


    　京夜は二人の顔を交こう互ごに見つめた。すでに話は終わっているらしく、二人とも真ま面じ目めな顔を宿題に向けている。なんか女の子の同士のあいだで符ふ丁ちようめいたやりとりがあって、それで話が終わっていて……。すっかり取り残された気分だった。いったいなんだったのだろう？


    　ま。いっか。


    　自分も宿題に戻る。しかし高校二年生になって、いきなり難むずかしくなった気がする。行ぎよう列れつだとか。ベクトルだとか。三角関数だとか。マジわっかんない。


    　ちらりと横目で見るかぎりでは、部長もやっているのは数学の問題。腐くさっても三年生。部長にとっては去年あたりの高二の問題を、部長に質問してみたいところだけど……。いま訊きいたら嚙かみ殺されるのは確実。自分でやることにする。紫し音おんさんもしくは恵めぐみちゃんと一緒にやればよかった。綺き羅ら々らさんもあれで日本語が絡からまない教科は成績が良くて、数学なんて特に──。


    「あれえー？」


    　と、霞かすみが急に大きな声をあげた。


    「まーちゃんの宿題。なんだかすっごく難むずかしそう……？」


    　部長の宿題を覗のぞきこんだ霞は、ぽかんと口を開あけていた。


    「最近の小学三年生って、こんな難しいのやってるの？　算数で？」


    「あいやこれは──。あのね。そのね。だからねっ」


    「うちは私立だからな」


    　うろたえまくる京きよう夜やをよそに、部長は落ち着き払はらって、一いち言ごんのもとに断定した。


    「そなんだ」


    　霞はあっさり納なつ得とくしていた。


    　そういえば、この手のウソをもっともらしくつくのは、部長の得意とするところだった。


    　さすが部長。京夜に出来ないことを平然とやってのける。そこに痺しびれる憧あこがれる。


    「ほんとムズカしいねー。できるかな。ね。まーちゃん貸して。それちょっとやっていい？」


    「いいけど」


    　中学一年生に解けるはずもない。妹を横目に見つつ、京夜は部長とまたこそこそ話に入った。


    （部長さっきから地じが出てきてますよ）


    （え？　そお？　やべ。ネコかぶるのに疲つかれてきた）


    （部長の〝まーちゃんモード〟は、僕の〝オレマン〟よりか持続時間短いんですね）


    （やべっ。キョロ以下かよっ）


    （部長のアレって数学ですか？）


    （隣りん接せつ三さん項こう間かん漸ぜん化か式しき）


    （なんですかそれ。そもそも日本語ですかそれ？）


    　霞が問題に取り組んでいるのをいいことに、二人でおしゃべりを続ける。なんだか部室にいるような感じだ。小学生ライクにやたら可愛かわいい格好をしている部長には慣なれないけど。


    「解けたー！」


    　霞の声があがった。


    「えええっ？」


    「まーたまたぁ」


    　二人して笑顔で応じる。しかし答えを目にした部長から笑顔が消える。


    　数分後。うねうねとのたうつ数式を書き終わり、証明課程をつきつけあって、部長が、ぽつりと言った。


    「……あってる」


    「ブイっ！」


    　霞がＶサインを作った。
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     しくだいのあとは
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    「宿題、おわりー！」


    　霞かすみがバンザイしたまま、ばったりと仰あお向むけに倒れこむ。


    「おつかれさん」


    　服の裾すそを引っぱって、剝むき出しになったおヘソを隠かくしてやりながら、京きよう夜やは妹にそう言った。


    　本当におつかれさまだった。


    　部長と霞は、お互たがいの宿題を交換してやっていた。霞が解いていたのは、隣りん接せつ三さん項こう間かん漸ぜん化か式しきとかいう呪じゆ文もんとか、補助線だらけの空間図形とか、そんなんだ。部長が解いていたのは中学一年生の一学期の問題だ。Ｘは出てくるけどＹは一つも出てこないような問題だ。


    「まーちゃんすごいねー。小学三年なのに……。中一の問題をあんなにすらすら」


    「ふふん。すごかろ」


    　部長が胸むねを張る。すっかり地じに戻っているが霞は気にしていない。


    　だけど部長はぜんぜんスゴくない。すごいのは我わが妹のほうだ。いやある意味部長は凄すごいのかも。ふつうさせるか？　中学生に自分の宿題を？


    「それじゃ。今日の分をちゃんとやったご褒ほう美びです。プールに連れていってあげます」


    　起き上がった霞は、つんと胸むな元もとを反そらせて、お姉さんぶってそう言った。


    「わーい」


    　部長がまーちゃんに戻って腕うでをあげる。演技じゃなくてなんだか素すで喜んでいる。


    　二人がふだんどんなふうなやりとりをしているのか、すこしだけ垣かい間ま見てしまった。


    「はい。いってらっしゃい」


    　京きよう夜やは微ほほ笑えましい気分で二人を見つめた。


    「なにいってんの。お兄ちゃんも行くの！」


    「ええ？　僕も？」


    「お兄ちゃん保護者で来なくちゃダメでしょ！　小学生の女の子二人でプール行かせるなんてアブナイよ。こわ～いイケメンにお持ち帰りにされちゃったら──どうしようどうする？」


    「今年から中学生だったよね霞？　あとプールって言ったってそこの市民プールでしょ？」


    「やだ！　流れるプールと波打つプールとウオータースライダーがなくちゃ──ヤ！」


    「ヤ──って、霞、いまさっき自分が連れてってあげるって言ってなかった？」


    「まーちゃん。いいプール連れていってあげるからねー」


    「言ってるし」


    「わーい」


    「よろこんでるし。たかる気満まん々まんだし」


    　と、テーブルの下を通して、部長がすっとなにかを手渡してきた。電車でいくつか行ったところにある大きなプールの入場券だ。株かぶ主ぬし優ゆう待たい券けん。とか書いてある。


    　このへんは腐くさってもロリ化しても年上。筋すじは通してくれるようであった。


    「あ、そーだ。お兄ちゃん。友達呼んでもいい？　いいよね」


    　もちろん返事なんて聞いちゃいなくて、霞かすみは携帯を取りだして友達に連絡を取っている。


    　使っているのは、ちょっとキズの目立つお古の携帯。去年の秋に、京夜が新機種を買って貰った際さいに余ったお古を譲ゆずった物だった。中学の新入学のお祝いに、ねだれば最新機種を買ってもらえたろうに、霞はキズのあるお古を気に入って、大事に使い続けている。なんでなのか。


    「泳げないけどいいですかー、って。カナダ出身だから泳いだことないんだって」


    　電話で話さずにメールの応おう酬しゆうをしているところに世代を感じる。高校生ってもうオジサン？


    「浮き輪持ちこみ可かだし。へいきだと思うよ」


    「六人までいいって、ゆってるよー。券あるってー。おにいちゃんが」


    　部長が急に思いだしたかのように、まーちゃんモードに戻って言う。


    　背中が、ずぞぞーっと、かゆくなる。お願いですからやめてください。


    「部長～。地じでいきましょうよ～」


    「あはは。ブチョー。ブチョー」


    　霞には大ウケだった。──と、メロディーをろくに鳴らさせず、霞が携帯を開く。


    「ん。来るってー。ジルちゃん」


    「ん？　ジルちゃん？」


    「うん外国のコ。目が青いのー！　金髪なのー！　すっごくカワイーのー！　お人形さんみたいなのー！」


    　なんだか聞いたような名前だ。京きよう夜やは首を傾かしげた。まさかね。


    　霞が携帯をびびびと振動させる早打ちで、また別のメンバーを呼びつける。


    「セラちんも来るって」


    「だからセラちんとか言われても、僕、知らないし」


    「お嬢様っぽいコ。美人さんだよ。あと大人おとなのおねーさんも来るって。セラちんのお付きで」


    「それなら僕。いらないじゃん」


    「いるのっ！」


    　妹にきっぱりと叱しかられる。四しノの宮みや家では一いち事じが万ばん事じこの調子だ。京夜および父親の男性陣に、決定権はなんもない。


    　女の子二人は、カバンがまるごと一個プール用になっていて、すっかり準備が整ととのっている。


    「あーはいはい。じゃあ準備するから。……あー。海パン去年のままだ。ま。いっか」


    「失格！　お兄ちゃん！　大、失、格！」


    　霞と部長と、二人から後ろ指をさされた。
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     ジルちゃん
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    　本当にお人形さんみたいな女の子がそこにいた。


    　目の色も髪の色も肌はだの色も、すべてが北ほく欧おう産さんの天使みたいな規格外の子だった。


    　少女はなんでかホワイトボードを胸むねのまえに掲かかげていた。そして駅前できょろきょろ。糸みたいに細い金色の毛を右に左に振り撒まいている。


    　その不安そうな表情に、なんだか、どうも、見覚えが……？


    「ジールちゃーん！　こっちこっち！」


    　霞かすみがぶんぶんと、ちぎれるぐらいに腕うでを振りたくる。通行人の数名が、目を大きくして、微ほほ笑えましい顔で通り過ぎてゆくくらいの大おお仰げささだ。


    　その呼びかけが届いたか。不安げだった顔が、ぱっと笑顔に輝かがやいた。


    　ミュールを鳴らしてロータリーを回って駆かけてくる。


    　少女が近づくにつれて、京きよう夜やの既視感デジヤヴユはどんどんと強くなってくる。


    　やっぱりどこかで見たことがあるような……？


    「──ねえ霞。ジルちゃんって、テレビとか雑誌とかに出てたりする子？」


    「しないよ。そんなの。去年の冬に日本に来たばっかだし」


    「そうなんだ」


    　でもやっぱり、どこかで見たような……？


    　それに去年の冬って？　その頃に、なんかあったような……？


    　近づいてきてきたミュールの足音が、ぱったりと止まった。


    「Y──YOU!!」


    「は、はいっ！」


    　大声をかけられて、京夜は思わず返事をしていた。〝きをつけ〟の姿勢で直立不動となる。


    「Do you remember me? I……I'm」


    　話しかけている言葉が英語だとはわかった。成績はそんな悪いほうでもなくて中ちゆう庸よう道どうまっしぐらだけど。英会話のほうは苦にが手てだった。


    「霞～。外国人さんだなんて聞いてないよ～。通訳してよ～」


    「ゆったよ。何度も。おにいちゃん聞いてないだけじゃない。通訳いらないんだよ。ジルちゃん日本語上手だから。──Hey Zill, You must use your whiteboard.」


    「OH MY GOD! My mistake!」


    　彼女は叫さけぶと、きゅぽんとマーカーのキャップを取り去った。胸から下げていたホワイトボードに、さらさらと上じよう手ずな〝日本語〟を書き連つらねてゆく。


    『私のこと覚えておられますか？　マイ・サムライマスター』


    　ちゃんと漢字も使えている。ただし字体は、丸もじ系。


    「サムライマスター？」


    　小こ首くびを傾かしげると、少女は前の文章を消して、次の文章を、さささーっと書きだした。


    　ボードをこちらに向けたまま手先を逆ぎやくにして書いている。書いている本人は、いわゆる鏡かがみ文も字じというものを書くことになるはずだが──。すごい器用だ。


    『日本男だん児じ＝サムライ。ここはサムライの国です。私は貴方あなたに助けられたリトルガールです。そして貴方は困っていた私を助けてくれたサムライです』


    「お兄ちゃんってサムライマスターだったの？」


    「助けた……って？　あー……」


    　京きよう夜やは思いだした。ここ最近の既き視し感かんが、いま見事に記憶と結びついた。


    「あー！　あー！」


    　少女を指差して、あーあー叫んだ。


    　その京夜の人差し指をしっかりとつかんで、少女は喜び、ぴょんぴょん跳はねた。


    　京夜も一緒になってぴょんぴょん跳ねた。


    「日本男児が内うち股またで跳ねるんじゃねーよキモチわりー！」


    　部長の容よう赦しやないローキックが太ふと腿ももにヒットする。


    　京夜は腿を押さえて、別の意味で、ぴょんぴょん跳ねた。


    　まーちゃんホント容赦ない。なんで怒おこっているのかしらないけど。


    「なに……？　お兄ちゃん？　ジルちゃんとも、すでに仲良し？」


    　霞かすみの視線の怪け訝げんさは、まさに突つき刺さってくるほどだ。


    「いやその。まえに会ってて」


    「いつ？　何回？」


    「去年の冬に。一回だけ」


    「去年の冬って……？　あー！　あー！　それじゃジルちゃんがいつも言ってる立派な日本男児って、お兄ちゃんのことだったの!?」


    「いやそんな立派だとか日本男児とか言われると、自分でも違い和わ感かんあるんだけどー。ほんとにたいしたことはしてないよ。運賃表見て、切符の買いかた教えてあげただけだよ」


    　と言って彼女を見る。乙女おとめの祈りのポースでもって、うるうるとした目を向けられている。


    　皆で挨あい拶さつを交かわしあって、駅の改かい札さつに向かって歩きはじめるまで、彼女のその視線が首くび筋すじにこそばゆかった。


    　部長が自動改札をタッチ＆ゴーで抜けてゆく。先に立って歩きつつ肩かた越ごしに言ってくる。


    「なあ──。あの女の子ってさー。ひょっとしてさー。キララのさー」


    「ん？　なんですか部長？」


    「気づいてねーのか？　それとも気づいててやってんのか？　ま。いっかー」
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     セラちん
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    　プールサイドは強きよう烈れつな陽ひ射ざしに照らされて、まさに〝夏〟という感じだった。


    「あんま……、見んなよ。ハズいんだよ。水着アレだし」


    　部長がしおらしくなってそう言う。アレというのは、小学生っぽいのを選んできたからという意味だろう。なにせひらひらフリルとリボンに囲まれたどピンクの幼女向けワンピースだ。


    「にーたん！　──じゃなくてお兄ちゃん！　女の子の水着じろじろ見るなぁ！　失礼だよ！」


    　遠くまではしゃいで行ってた霞かすみが駆かけ戻ってくる。妹よプールサイドは走ってはいけません。


    　霞の水着はスポーティなセパレートだった。腰こし回りはボーイズパンツでスカート付き。細ほそ身みの体によく似合う。それに対してジェラルディン──ジルちゃんは、意外と、うんまあ、女の子。霞と同い年には見えない。大きなリボンのホルタービキニでしっかり首から吊つっている。


    「ジルちゃん！　ジルちゃん！　あれやったことあるっ!?　ウオータースライダー！」


    　霞が大声で訊きく。ジルちゃんはぷるぷると可愛かわいらしく首を振って返す。


    「じゃあやろ！　あれウオーって叫さけんじゃうからウオータースライダーっていうんだよー！」


    　それは間違っていると思う。我わが妹よ。


    　ジルちゃんの手を握にぎって、駆けてゆく妹を見送ってから──。京きよう夜やは部長に顔を下おろした。


    「部長も行ってきていいですよ。僕は待ち合わせのここで、霞の友達を待ってますから」


    「そ、そゆわけにもいかんだろ。せ、セーラちゃんとかいうの来たとき。カオわかんねーだろ」


    　部長は膝ひざをぎゅっと抱だきしめる。お尻しりの下の地面を丸く濡ぬらす。


    「セーラ？　セラちんって子ですか？　でも部長だって顔知らないんじゃないんですか？」


    「いやそれがな。もしかしたらな……」


    　と、なにやら言いかけたところで──。


    「あら？　四しノの宮みや様ですか？」


    　涼すずやかな声が響ひびいた。聞き覚えのある声だった。


    　顔をあげると、黒いビキニに包まれた、見事に女性的なプロポーションが飛びこんできた。


    「あ……。え……。あ……。う」


    　言葉が喉のどに詰つまる。意外な場所で意外なひとに会ってしまった。そして意外な格好。いやプールサイドで水着姿はべつにぜんぜん普通なんだけど。でも大人おとなの女性の水着姿で──。


    「あ。こうでしたね」


    　くるりん、と森もりさんが回った。ふわっと肘に下げたタオルが広がる。


    「ひとんちの侍じ従じゆうを無む許きよ可かで回すな！」


    　ローキックが脚あしに炸さく裂れつする。回してないのに。


    　森さんはくすくすと笑っていた。いまわかった。森さんはたぶんわかってやっている。


    「森もり。どうしました？　──誰だれですの？」


    「あー、やっぱ聖せい羅ら。おまえかよー……」


    「あら。お姉さま？」


    　黒いワンピースの似に合あうクールな感じの女の子が、部長を見つめて、きょとんと立っていた。


    　黒すぎるほどの黒くろ髪かみ。狐きつねのお面めんを横かぶりしていて──不思議な雰ふん囲い気きを持った女の子だ。


    「わたくし。今日はここでお友達と待ち合わせです。霞かすみさんから、まーちゃんという方を紹介していただけると──」


    「それわたしな。──はじめまして。まおです。みんなからは、まーちゃんって呼ばれてます」


    　ツインテールをぎゅんと振って、部長は元気よくお辞じ儀ぎした。


    「お姉さま……。痛いたいです」


    「いいから合わせろ。おまえアタマいーんだから。もうわかってンだろ？」


    「わたくしは天あま使つか家の次女ですわ。恵めぐみ姉様が長女。そしてまおちゃんは三女です。設定は小学三年生くらいでよろしくて？」


    「カンペキだ！　さすが我わが妹だ！」


    「部長～。いいんですかそれで～。人としてなにか大事なものを取り戻してくださいよ～」


    　京きよう夜やは部長の薄い肩を摑つかんで、がくがくと縦横に揺ゆさぶった。しかし部長は正しよう気きに返らない。


    《その薄うす汚ぎたない手をお姉さまの肩から離して、しかるのち可か及きゆう的てき速すみやかに死んでください》


    「え？」


    　耳元で聞こえてきたドス黒い言葉に、京夜はびっくりして振り返った。


    「はじめまして四しノの宮みや京夜様。聖羅です。お姉さまと森から、よく聞かされます。なんだかはじめて会った気がいたしません。もしよろしければわたくしのことはセラとお呼びください。霞さんからはそう呼ばれておりますので」


    　礼れい儀ぎ正しく、ぺこりと優ゆう雅がにお辞儀する。中一とは思えない落ち着きもある。


    　やはりさっき聞こえてきた罵ば倒とうは、耳の錯さつ覚かくだったのだろうか……。


    「あー！　セラち～ん！　こっちこっちー！」


    　ウオータースライダーのてっぺんから、霞が手を振っている。


    「森。いきますよ」


    　聖羅ちゃんは、森さんを連れていってしまった。複雑な顔で見送っていると……。


    「あー。おまえも聴こえちまう側がわだったか」


    　部長が言った。


    「ええと……。あれ……、なんなんです？」


    「腹ふく話わ術じゆつ。もしくは超ちよう常じよう現象。あるいは副ふく音おん声せい。おまえ。どれがいい？　──まーどっちにしても、メグには聴こえてないみたいだから、ナイショな」


    　部長はそう言った。
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     みんなが揃って
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    　プールを引きあげて、駅までの帰り道。


    　足元に長々と、自分たちの影が伸びている。その影を踏みながら、夕方の繁はん華か街がいをゆっくりと歩く。


    「はしゃぐから」


    　京きよう夜やの隣となりを歩きながら、部長が霞かすみに柔らかな眼差まなざしを向けている。


    　霞の頭が乗ってるのは京夜の肩。背中におんぶされる霞は、こっくんこっくんと居い眠ねむり中だ。


    「も。重いので。いいかげん兄離れしてほしいんですけどね」


    「かわりましょうか？」


    　言ってきてくれた森もりさんに「いえ」と首を振る。森さんは男物のスーツ姿でぴしっと決めている。水着のときとなんだか体形まで変わって見える。


    「部長もよく電池切れませんでしたね」


    「今日はセーブしたもんな。おねーさんやらなきゃだもん」


    　とか言いつつ。舌したっ足らずな声で甘えまくっていたのは誰だれだったろう。中一女子にアイスをねだる高三女子って、それ、どうなの？


    「お。いたいた」


    　道の先を見て部長が声をあげる。


    「My sister!」


    　ジェラルディンちゃんが姉の姿を見てまっさきに駆かけだした。感激すると母国語が飛びだしてしまうのが、この子というもののようだ。


    「四しノの宮みやくーん」


    　恵めぐみちゃんが手を振ってくる。ぶんぶんと振る動きで、浴衣ゆかたの柄がらが、色とりどりの残ざん像ぞうを残す。


    　霞のお尻しりを支えていた手を、片方離して、こちらも振り返そうとすると──。


    《姉さまばかりか姉様にまで。貴方あなたは本当に見下さげ果はてたウンコ野郎ですね》


    　副ふく音おん声せいが聴こえてきて、げんなりとする。この副音声の声の主ぬしにはなにか誤解があるようだ。


    「遅いぞてめーら。プールのほうに来るってゆってたじゃん」


    「女は準備に時間が掛かるものだよ」


    　紫し音おんさんが後おくれ毛をかきあげてそう返す。アップにした髪のせいでうなじがのぞく。


    「紫音さん。ご無ぶ沙さ汰たしていました」


    　聖せい羅らちゃんがしずしずと頭を下げた。京夜はふと、紫音さんには副音声は聞こえているのだろうか──と、そんなことを考えた。


    「きらら。きたよ。」


    　綺き羅ら々らさんも浴衣ゆかた姿だ。去年と同じ柄がらかそれとも違う柄なのか。残念ながら京きよう夜やの貧ひん弱じやくな服ふく飾しよく記憶能力では、なんともいえない。


    　ちなみに妹は首っ玉にずっとぶらさがったまま。目を閉とじてほっぺたを押しつけている。


    　姉妹なのに顔立ちはぜんぜん似ていない。でも血の繫つながりよりも濃こい繫がりが二人のあいだにあるのは確実だ。姉を慕したって一人で飛行機に乗り、日本までやって来てしまった妹なのだ。


    「うわぁ！」


    　──と。ふと横を向いた拍ひよう子しに、京夜は思わず叫さけんでしまっていた。びっくらこいた！


    「どうされました？　四しノの宮みや様」


    　さっきまで黒スーツ姿だった森もりさんが、いきなり浴衣美人に化ばけていた。


    「な。な。な。な。なっ……」


    「はい。こうでしたね」


    　からんと下げ駄たが鳴り、袖そで下したに伸びる長い袂たもとが、二つの弧こをきれいに描く。


    　げし、げしと、ローキックの音が鳴り響いて、副ふく音おん声せいが罵ば倒とうして、そして紫し音おんさんがなにか長々と抗議文を読みあげていた。


    「お嬢様がた。そちらに衣類のレンタルのお店が」


    　森さんが種たね明あかしをしてくれた。てっきり異い能のう力りよくか特殊能力かなにかだと思ってしまった。


    「あー。ゆかただー……。にーたん。かすみも、きれいな、べべ、きたーい……」


    　寝ぼけている霞かすみが、またぽろりと幼おさないころの呼びかたを出している。


    　再び寝入ってしまう前に背中から下ろして、「ほら」と浴衣のレンタル屋さんに向けて背中を押してやった。ジェラルディンちゃんと聖せい羅らちゃんもついていって、三人で店に入ってゆく。


    　しかしどうしてあのくらいの年齢の女の子たちって、手と手を繫つなぎあっているのだろう。


    「今日は子守で疲れてしまったかな？」


    　霞たちの消えた店先を、ぼんやりと眺ながめていると、いつのまにか紫音さんが隣となりに立っていた。


    「だからおめーら遅いんだってば」


    「遅くはないよ。祭も夜もこれからだしね。ここからは、我々、大人の時間さ」


    　紫音さんが腕うでをあげ、袖で先を指し示す。まるで示し合わせたようなタイミングで、道の両側がわに灯あかりの列が伸びてゆく。深まりつつある夕ゆう闇やみを、電灯のまばゆい灯りが、一いつ時とき、追い払う。


    　縁えん日にちだった。プールの入場口から駅までの路上では、一大縁日が開かれていた。


    　どーん、と頭ず上じようで重じゆう低てい音おんが響ひびく。


    「わぁ。花火ですー」


    　見上げれば大たい輪りんの花が夜空に散っていた。恵めぐみちゃんが紫音さんとは違う側に立つ。


    　妹たちシスターズが色違いになって帰ってくる。京夜は飛びつかれて腕を取られて罵ば倒とうされた。


    　タマがデジカメを構かまえて、もうちょっと寄りやがれですよ、と、手で合図を出している。


    　今年の夏はホント賑にぎやかだなぁ、と思いながら、京夜はデジカメの一フレームに収おさまった。
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     あとがき


    



    　二度目の夏がやってまいりました。


    　この夏の暑さにも部長たちはまいるどころか、むしろ楽しんでいます。これぞＧグツＪジヨ部ぶ魂だましい。


    　ジェラルディンと聖せい羅らの二人も、ようやく本編登場とあいなりました。シスターズ結成です。


    　引きつづきＧＪ部、第二期の応援をよろしくお願いします。


    



    　さて。まずは恒例の「取り扱い説明」から。


    　本書は四コマ小説です。一話が必ず四ページで読み終わるという──超お手軽、かつ、ウルトラ・ライトな読み物です。（ちなみに四コマ＝四ページと掛かけていたりします）


    　ちょっとした時間の合間にどぞ。電車の一駅区間でマジ読めたとか、授業の合間の休み時間にぴったりだったとか、そんな報告も相次いでおります。


    　またゆるふわ系の萌もえ癒いやし成分、ほぼ一〇〇パーセントとなっていますので、休憩などにもぴったりです。長編小説を読んでいて疲つかれたときとか、「今日は小説読みたくないんだよなー」という気分のときにもお勧すすめです。


    



    　つづきまして、リスペクト元ネタ・カミングアウトのコーナーです。今回は漫画でもライトノベルでもなくて映画より──。ていうか、そこに登場する偉大なる鬼軍ぐん曹そうより──。


    『FULL METAL JACKET』という映画があります。そこにハートマン先任軍曹という登場人物が出てきます。徴兵された若者を立派な海兵に鍛きたえあげる訓練基地の鬼教官という役です。


    　でもこの人、じつは役者さんではなくて、「現職」の先任軍曹だったりするのですね。


    　はじめは鬼教官トークのアドバイザーとして制作スタッフとして招かれていたのですが、その「罵ば倒とうトーク」があまりにも素晴らしかったために、急きゆう遽きよ、役を実際にやってもらうことになったという逸話が残されています。


    　部長の「口からコトバを垂れる前と後ろに〝サー〟を付けろ」という言葉は、このハートマン先任軍曹の罵倒語録からですね。他にも「私がこの世でただひとつ我慢ならんのは──」などなど。どうも部長は、このハートマン先任軍曹のファンのようです。ブルース・リーとともに心の師となっているもようです。


    　ちなみにブルース・リーのほうの名言は「考えるな。感じろ」というアレですね。


    



    　さて。次の巻の話など。


    　ＧＪ部の第二期も、この六巻でほぼ折り返し点。二度目の夏がやって来て、部長たちも既に


    三年生──。


    　そろそろ残りの巻数が気になって、心配されている読者の方もいらっしゃるかと思います。


    　はじめ実験作として始まったこのシリーズではありますが、皆さまに支持していただいた結果、こうして何冊も巻を重ねることができました。「鉄板の安定度」だとか、そうしたご好評もいただいております。


    　あと何冊続くとか。いつ終わるとか。あまりはっきりしたことは言えないのですが、もうしばらくは、皆さまのもとに部長や京きよう夜やたちのゆるふわ四コマ小説を、お届けできそうです。


    　安心して「ゆるふわ」をお楽しみください。


    



    　最後は著者ＨＰアドレスの紹介です。人気投票や裏話など。色々とコンテンツがあります。


    　今回は新キャラが多数出ています。シスターズ三人娘。ぎうにうナイトこと赤あか井い烈れつ斗と君。部長の親友、新しん明めい路じ鳴なる海み。あとはオレマン第三段階。などなど。意見や感想等、アンケートのついでに皆さまの生の声を送っていただけると、今後の展開に変化があるかもっ!?


    



    ↓携帯電話の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコン専用ページ（右記携帯向けアドレスも入室可能です）


    http://www.araki-shin.com/
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    ３分間で読めるライトノベル──を追求するマルチパーパス作家。特技はキャラクターたちとの脳内会話。電車でやってると単なるアブない人。ベランダ菜園では全滅したはずの細ネギがなんと再生して繁茂中。細ネギのはずなのに、冬越えしたやつらは、太く逞しく育ちました。
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